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表３－１ 教育課程表

◎共通教育科目（一般教養科目）

(２） 

科目 必修単位 選択単位

哲学

倫理学

文学

美の世界

世界の美術

音楽の歴史

心理学

アートセ フ ピー

法学（日本国憲法）

経済学

現代と人権

政治学

企業社会と人権

民族と国家

文化人類学

生活文化史

生活と環境

ヨーロッパの歴史

中世ヨーロッパの文化と社会

ルネサンスの文化

ウィ_ンの文化史

大分の歴史と文化

大分の美術

自立を考える

現代家族諭 ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 



、

1－ 

◎共通教育科目（外国語科目）

(３） 

絹 目 必，彦単位 選択単位

情報機器基礎演習

情報処理入門 ２１ 
計 5３ 

科目 必修単位 選択単位

ＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢ 
ＩＩⅡⅡ 語語語語

１１ⅡⅡ 雪叩窒叩壷叩室、ツツツツイイイイ
１１ⅡⅡ 

ＩｌⅡⅡＩＩ スススス和割引訂楴褥棉褥澗淵
語語語語ンンンン

国国国国トトトトリリ
ーフーフーフ｜フ

ルルルルタタ英英英英ドドドドフフフフ中中中中ポポポポイイ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 



◎共通教育科目（保健体育科目）

◎日本語・日本事情科目（外国人留学生に開設する科目）

◎美術科専門教育科目（美術専攻）

(４） 

科目 必修単位 選:択単位

イタリア語１１Ａ

イタリア語ＩＩＢ １１ 
計 2４ 

科目 必修単位 選択単位

健康・スポーツ

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ

１ 

１１１ 
計 １ ３ 

科目 必修単位 選択単位

日本語１

日本語１１

日本事情 ２２２ 
計 ６ 

科目 必修単位 選択単位

色彩学

人体美学

現代美術特講Ａ

現代美術特講Ｂ

西洋美術史

日本美術史 ２２ 

２２２２ 



、

11-

◎美術科専門教育科目（デザイン専攻）

、、

マ

（５） 

科〕目 必修単位 選択単位

美学

表現基礎（絵画）

表現基礎（彫刻）

絵画基礎

絵画Ｉ

絵画１１

版画演習Ｉ

版画演習１１

版画

彫刻基礎

彫刻Ｉ

彫刻ＩＩ

表現漬習Ｉ

表現漬習１１

総合表現漬習

デザイン演習Ｉ

デザイン演習ＩＩ

工芸漬習Ｉ

工芸漬習１１

美術科教育法

卒業制作

２２２２ 

２ 

２２ 
４ 

４４２２２４４２２４２２２ 
計 2２ 4４ 

科目 必修単位 選択単位

デザイン慨論

色彩学

デザイン史

工芸史 ２２２２ 



(６） 

論 目 必修単位 選択単位

西洋美術史

日本美術史

美学

製図

デザイン基礎

ビジュアルデザインＩ

ビジュアルデザインIＩ

広告制作法

工芸基礎

工芸Ｉ

工芸１１

映像演習Ｉ

映像漬習１１

デザイン材料演習

工芸材料演習Ｉ

工芸材料演習１１

デザイン特講Ｉ

デザイン特講ＩＩ

工芸特讃Ｉ

工芸特讃１１

絵画漬習Ｉ

絵画演習１１

彫刻演習Ｉ

彫刻演習ＩＩ

工芸漬習

デザイン漬習

インテリアデザイン

意匠学

美術科教育法

卒業制作

２２２５ 
２ 

２２ 

４ 

２４４２４４２２２２２２２２２２２２２２２２ 
計 ２１ 6０ 



◎音楽科専門教育科目（声楽専攻）

(７） 

科目 必,塵単位 選択単,立

音楽理論

和声学Ｉ

和声学１１

和声アナリーゼ

和声アナリーゼ演習

対位法Ｉ

対位法１１

作曲法

西洋音楽史

日本音楽史

音楽美学

指揮法

吹奏楽法

声楽Ｉ

声楽１１

歌曲唱法

オペ フ 唱法

声楽特講

学内演秦

音理演習Ｉ

音理演習１１

音理漬習Ⅲ

音理漬習Ⅳ

ピアノ副Ｉ

ピアノ副１１

管弦打副Ｉ

管弦打副１１

ソルフェージュＩ

２ 

２ 

２２２ 

２ 

２２２２２２２２２２ 
２２２２２２２２２２２２ 



◎音楽科専門教育科目（器楽専攻）

（８） 

霜 目 必修単， 立 選択単位

ソルフェージュ１１
今

唱１口

合唱１１

合奏

伴奏法

楽書講読

音楽科教育法

イタリア語１Ａ

イタリア語ＩＢ

イタリア語１１Ａ

イタリア語ＩＩＢ

卒業演奏又は卒業研究

２２ 

４ 

２２２２２１１１１ 
計 2０ 5８ 

科目 必修単位 選択単位

論ＩⅡゼ法史史学法法技法Ｉ
理学学リ
楽楽

美楽実
ナ曲音音揮
奏楽

楽声声ア声

洋本

楽奏奏音和和和作西日音指吹伴伴器 ２２２２ ２２２２２２２２２ 



◎国際文化学科専門教育科目

(９） 

承 目 必, 農単位 選択単位

器楽１１

器楽Ⅲ

器楽Ⅳ

ピアノ特講

学内漬奏

管弦打特讃Ｉ

管弦打特讃１１

声楽副Ｉ

声楽副１１

ピアノ副Ｉ

ピアノ副１１

管弦打副Ｉ

管弦打副１１

ソルフェージュＩ

ソルフェージュ１１

合奏

オーケスト

オーケスト

フ

フ

Ｉ 

1１ 

合唱Ｉ

合唱１１

音楽科教育法

卒業漬秦

２２２ 

２２ 

４ 

２２２２２２２２２２ 
２２２２２２ 

計 2２ 5０ 

科目 必修単位 選択単位

日本の文化

文化人類学

総合人間諭 ２２２ 



(10） 

科目 必修単位 選択単位

国語表現法

東洋倫理学

異文化コミュニケーション諭

西洋の思想

東洋の思想

キリスト教の思想

日本の思想

日本の歴史

大分の歴史と文化(古件鮪時代）

大分の歴史と文化(鞭-m戸時代）

比較文化論

東洋古典研究

日本の漢文

日本の祭礼と文化

アジア太平洋の文化と社会

東洋の文化

日本文学各論

日本古典研究

歴史資料調（考古・絵画）

歴史資料論（民俗・古文書）

日本文学研究

論文作成基礎

中国の文化と社会

中国語ゼミナールＡ

中国語ゼミナールＢ

日本文学概論

民俗学

現代日本論

宗教人類学

伝統芸能諭 ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 



(11） 

科目 必修単位 選択単位

習史ＡＢ①②①②Ⅱ学ＩⅡ史史啼》鄙》》》一（一語一》》》
国交

海文英英日日英英英英西西地西西洋思想
クリエイティブ・ライティング

アメリカの文化と社会①

アメリカの文化と社会②

イギリスの文化と社会

フランスの文化と社会

ポルトガルの文化と社会

英文学諭

英文学史

フランス語ゼミナールＡ

フランス語ゼミナールＢ

ポルトガル語ゼミナールＡ

ポルトガル語ゼミナールＢ

国際経済論

海外英語実習

西洋哲学研究ＬＳ

日本文学研究ＬＳ ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 



◎情報コミュニケーション学科専門教育科目

(12） 

科目 必修単位 選択単位

英文学研究ＬＳ

文化人類学研究ＬＳ

英詩研究ＬＳ

フランス文学研究ＬＳ

中国研究ＬＳ

西洋史研究ＬＳ

大分の歴史研究ＬＳ

現代社会諭

情報処理基礎演習

情報処理応用演習

情報機器基礎演習

情報機器応用演習

秘書概論

秘書実務Ｉ

秘書実務ＩＩ

社会心理学

簿記

消費行動諭

現代生活諭

現代企業論

卒業研究 ４ 

２２２２２２２２１１１１２１１２２２２２ 
計 ４ 160 

科目 必修単位 選択単位

心理学概論

パーソナリティ論

社会心理学

臨床心理学

２ 

２２２ 



(13） 

￣ 

科目 必修単位 選択単位

発達心理学

家族 」心理学

グループワーク論

産業・組織心理学

教育心理学

心理学特講

臨床心理学特講

発達心理学特講

芸術心理学

社会学概論

地域づくり諭

現代社会議

労勘社会諭

高齢化社会論

社会福祉諭

情報社会諭

現代生活諭

異文化コミュニケーション論

社会学演習Ｉ

社会学演習１１

マス・コミュニケーション論

メディア文化諭

放送諭

ジャーナリズム論

人権の歴史と思想

情報化と人権

メディアの中のジェンター

梢贄行動論

情報化と公共政策

教育メディア論

２ 

２ ２２２２２２２２２２２２２２２２２１１２２２２２２２２２ 



(14） 

躯 目 必， 彦単位 選択単位

日本語表現

プレゼンテーション

メディア・コミュニケーション

デザイン樹成

映像表現・演出

スピーチ漬習

ビジネス文書演習

文章演習

写真表現演習

映像編集演習

情報基礎

情報処理論

間題解決法

ﾋｭｰﾏﾝﾏｼﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ訂

情報ネットワーク論

データベース論

情報処理応用演習

プログラミング演習

情報ネットワーク演習

情報機器応用演習

地域社会概諭

地域開発論

地域社会特講Ｉ

地域社会特講１１

地方自治諭

地方行政法

基礎演習

社会調査法

心理学研究法

マスコミ研究法

２２１１１１１ ２２２２２１１１１１２２２２２１１１１２ 
２２ 

１ 



◎教職に関する専門科目

(15） 

論 目 必‘塵単位 選択単位

情報処理基礎演習

情報機器基礎演習

卒業研究

ビジネス・コンピューティング

シスアド取得講座

秘書概論

秘書実務Ｉ

秘書実務ＩＩ

現代企業諭

簿記

海外英語実習

海外中国語実習

４ 

１１１１２１１２２２２ 
計 1９ 112 

科目 必修単位 選択単位

教職の意義

教育の基礎理論

教育心理学

教育行政学

道徳教育諭

繍瀧ＭＩＩ雛(符､鮒始tI）

生徒指導論(進路指導を含む）

教育相談論

教育実習研究

教育実習Ｉ

教育実習１１ ２１２１１１２２１２２ 
計 １７ 



教育課程表

。美術専攻科専門教育科目

◎音楽専攻科専門教育科目

(16） 

科目 単位

実技（絵画・彫刻）Ｉ

実技（絵画・彫刻）１１

実技（ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ･工芸デザイン）Ｉ

実技（ﾋﾟｼﾞｭｱﾉげｻﾞｲﾝ･工芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ)IＩ

修了作品制作

芸術学特講

芸術心理学

絵画諭

西洋文化史特講

工芸諭

版画特講

色彩計画演習（ビジュアル･工芸デザイン） ６４６４４２２２２２２２ 
計 3８ 

科目 単位

声楽実技Ｉ

声楽実技ＩＩ

器楽実技Ｉ

器楽実技１１

音理漬習Ｉ

音理漬習ＩＩ

修了演奏

修了研究

研究発表 ４４４４４４４４２ 



(17） 

科目 単位

２２２４４４４２２ １１１講唱奏請唱ラ
楽ノ打ア弦声ピ管くＩく

特

特史

卜スケ

講講講理特特特

楽一

技技技

実実実音重重音合オ
計 6０ 



(単位）

講義及び演習は、15時間から30時間までの範囲内で学長が定める

時間の授業をもって１単位とする。

実験、実習及び保健体育の実技は、３０時間から45時間までの範囲内で

学長が定める時間の授業をもって１単位とする。

(単位修得の認定）

単位修得の認定は、試験による。

前項の試験及び認定の方法は、学長が別に定める。

(学習の評価）

学習の成績は、100点満点とし、６０点以上を合格、６０点未満を不合

格とする。

前項に定める合格の成績は、次の３段階に区分する。

優８０点以上

良７０点以上80点未満

可６０点以上70点未満

(18） 

共通教育科目

一般
教養科目

外国語
科目

保健体育
科目

専門教

育科目
合計

美術科
美術専攻

デザイン専攻

音楽科
声楽専攻

器楽専攻

国際文化学科

情報コミュニケーション学

11以上 2以上 1以上 48以上 62以上



学科別授業担当コマ数（平成１３年度～１６年度）表３－２－①
美術科(８人）

鱸
音楽科（】 0人）

鶴
国際文化学科 (９人）

Eｉ 
悩報コミュニケーション学科（１０人）

薦
一般教育（６人）

(19） 

○子ロ 平均
1１１３ 1２ 1．５０ 

Ｈ１３ 1４ 7５ 

Ｈｌ４ 1２ 5０ 

Ｈ１４ 1４ 7５ 

Ｈ１５ 1月 1２ 5０ 

Ｈ１５ 13 1６ 2．００ 

Ｈ１６ 明 3２ 4．００ 

1１１６ 、 1４ 1．７５ 

★演習★

計 平均

Ｈ1３前期 42.5 5．３１ 

1１１３後期 5８ ７ 2５ 

Ｈ１４ｉｉｉｌ期 42.5 ５ ３１ 

Ｈｌ４後期 5８ ７ 2５ 

Ｈｌ５前期 43.5 ５ 4４ 

[1１５後期 57.5 ７ 1９ 

１６前期 38.5 ４ ８１ 

Ｈｌ６後期 6２ ７ 7５ 

★率習★

計 平均

Ｈ1３前期 56.5 7.06 

Ｈ1３後期 7５ ９ 3８ 

Ｈ１４前期 56.5 ７ 0６ 

Ｈｌ４後期 7５ ９ 3８ 

Ｈｌ５前期 58.5 ７ ３】

Ｈｌ５後期 76.5 ９ 5６ 

Ｈ１６前期 73.5 ９ 1９ 

Ｈ１６後期 7９ ９ 8８ 

★計★

苫ロロ 平均
Ｈ１３前期 ２ 0．２５ 

Ｈ１３後期 ３ 0 3８ 

Ｈ１４前期 ２ ０ 2５ 

Ｈ１４後期 ３ 0 3８ 

Ｈ１５前期 ３ ０ 3８ 

Ｈ１５後期 ３ 0 3８ 

Ｈ１６前期 ３ 0 3８ 

Ｈ１６後期 ３ ０ 3８ 

★醜錐★

汁 平均

Ｈ１３前 ８ ｑ８０ 

Ｈ１３後 ７ ０ 7０ 

Ｈ１４前 ７ ０ 7０ 

Ｈ１４後 ６ ０ 6０ 

Ｈ１５ｉｉｌｉ ７ 0 7０ 

Ｈ１５後 ５ ０ 5０ 

Ｈ１６前 1０ 00 

Ｈ１６後 ５ 0 5０ 

★錘接★

計 平均

Ｈ１３前期 27.5 ２７５ 

Ｈ１３後期 27.5 ２ 7５ 

Ｈｌ４前期 3１ ３ 10 

Ｈｌ４後期 30.5 ３ 0５ 

Ｈ１５ｉｉｔｉ期 2９ ２ 9０ 

Ｈ１５後期 29.5 2．９５ 

Ｈ１６Ｗｉｉ期 3０ 3.00 

Ｈ１６後期 3２ ３２０ 

★演習★

ユ全回 平均
Ｈｌ３ｉｉｉ期 1５５ 1．５５ 

Ｈｌ３後期 ７ 7０ 

Ｈｌ４ｉｉｉ期 2０ ５ ２ 0５ 

ＨＩ４後期 2２ ５ ２ 2５ 

Ｈ１５前期 ２１ ５ ２ 1５ 

Ｈ１５後期 2３ ２ 3０ 

Ｈｌ６前期 4１２５ ４ 1３ 

Ｈｌ６後期 4１７５ ４ 1８ 

★実習★

計 平均

Ｈ１３前期 ５１ 5.］０ 

Ｈ１３後期 4９．５ ４ 9５ 

Ｈ１４前期 58.5 ５ 8５ 

Ｈ１４後期 5９ ５ 9０ 

Ｈ１５前期 57.5 ５ 7５ 

Ｈ１５後期 57.5 ５ 7５ 

Ｈ１６前期 8１２５ ８ 1３ 

Ｈ１６後期 78.75 ７ 8８ 

★計★

計 平均

Ｈ１３前期 ２１ 2．３３ 

Ｈ１３後期 ２１ ２ 3３ 

Ｈ１４前期 2４ ２ 6７ 

Ｈ１４後期 2２ ２ 4４ 

Ｈ１５前期 2５ ２ 7８ 

Ｈ１５後期 2５ ２ 7８ 

Ｈ１６前期 3５ ３ 8９ 

Ｈｌ６後期 3６ ４ 00 

★醜珪★

jト 平均
Ｉｌｌ３ｉｉｉ｢期 1１ 1．２２ 

Ｈ１３後期 11 2２ 

Ｈ１４前期 1１ 2２ 

Ｈｌ４後期 11 2２ 

Ｈ１５前期 1２ 3３ 

１１５後期 1２ 3３ 

１１６前期 ２１ ２ 3３ 

１１６後期 ２１ ２ 3３ 

★演習★

計 平均
Ｈｌ３ 

Ｈｌ３ 

Ｈ１４ 

Ｈ１４ 

Ｈ１５ 

Ｈ１５ 

Ｈｌ６ 

Ｈ１６ 

iii期
炎期

iii期
炎期

ii期

受期
iiT剛

炎期

★実習★

三Ｐ■ 平均
Ｈ1３前期 3．５６ 

Ｈ１３後期 3２ ３ 5６ 

Ｈｌ４前期 3５ ３ 8９ 

Ｈｌ４後期 3３ ３ 6７ 

Ｈ１５前期 3７ ４ 11 

Ｈ１５後期 3７ ４ 11 

Ｈ１６前期 5６ ６ 2２ 

Ｈｌ６後期 5７ ６ 

★計★

計 平均

Ｈ１３前期 2６ 2．６０ 

Ｈ１３後期 2５ ２ 5０ 

Ｈ１４前期 3９ ３ 9０ 

Ｈ１４後期 2２ ２ 2０ 

Ｈ１５前期 3６ ３ 6０ 

Ｈ１５後期 2７ ２ 7０ 

Ｈ１６前期 3７ ３ 7０ 

Ｈ１６後期 4３ ４ 3０ 

＋ZHi国史＋

の刀回 平均
Ｉｌｌ３Ｉｉｉｉ期 ２１ 2.10 

Ｈ１３後期 1７ 7０ 

Ｈ１４前期 2７ ２ 7０ 

Ｈ１４後期 2０ ２ 00 

Ｈ１５前期 2７ ２ 7０ 

Ｈ１５後期 2２ ２ 2０ 

Ｈｌ６前期 3６ ３ 6０ 

Ｈ１６後期 2５ ２ 5０ 

士茄可暫士

計 平均
Ｈ１３前!(リ

Ｈ１３後Mリ

１１４前Nリ

１１４後ＩＤ
｛１５前IＵ

１１５後ID

ＨＩ６前1０

Ｈｌ６後ＩＤ

★実習★

計 平均
Ｈ１３前期 4７ 4．７０ 

Ｈ１３後期 4２ ４ 2０ 

Ｈ１４前期 6６ ６ 6０ 

Ｈ１４後期 4２ ４ 2０ 

Ｈ１５前期 6３ ６ 3０ 

日1５後期 4９ ４ 9０ 

Ｈ１６前期 7３ ７ 3０ 

Ｈ１６後期 6８ ６ 8０ 

★計★

乱一回 平均
Ｈ１３前期 1４ 2．３３ 

Ｈ１３後期 1２ ２００ 

Ｈ１４前期 1４ 2．３３ 

Ｈ１４後期 ]２ ２ 0０ 

IＩ１５前期 1９ ３ 1７ 

Ｈ１５後期 1６ ２ 6７ 

Ｈ１６前期 2５ ４ 1７ 

Ｈ１６後期 1６．５ ２ 7５ 

★醜錐★

計 平均

Ｈ１３前'@ ３ 0．５０ 

Ｈ１３後脚 ３ ０ 5０ 

Ｈ ４前1０ ３ ０ 5０ 

Ｈ ４後則 ３ ０ 5０ 
Ｈ ５前脚 ３ 0 5０ 

Ｈ ５後10 ３ ０ 5０ 

Ｈ ６ililMリ 1５ ２ 5０ 

Ｈ ６後脚 1４ ２ 3３ 

★演習★

計 平均
Ｈ１３前期 ７ 1．１７ 

Ｈｌ３後期 ６ 00 

Ｈ１４前期 ７ 1７ 

Ｈ１４後期 ６ 00 
Ｈ１５前期 ７ 1７ 

Ｈ１５後期 ７ 1７ 

Ｈｌ６前期 ２ ０ 3３ 

Ｈ１６後期 ０ 1７ 

★寧習★

計 平均

Ｈ１３前lＵ 2４ 4．００ 

Ｈ１３後19 1７ ２ 8３ 

Ｈ１４前側） 2４ ４ 0０ 

Ｈ１４後j(リ ２１ ３ 5０ 

Ｈ１５前脚 2９ ４ 8３ 

Ｈ１５後)I】 2６ ４ 3３ 

Ｈ１６前jＵ 4２ ７ 0０ 

Ｈ１６後jＵ ３１．５ ５ 2５ 

★肝★



表３－２－②個人別授業担当コマ数（平成１３年度～１６年度）

美術科

★講義★

廟…jｌ
★演習★

・西垣正画■。匹迦【EE題画函亜目唾■画
－，面一一ﾛ■■■■■■￣￣■■■■■■■Ｔｍ
…罰､■■■■■--■■■￣Ⅱ■■■＝■■■ｎｍ
￣江■￣￣■■■■■■￣￣■■■■■■ｎｍ
￣恋■■■■■--■■■￣Ⅱ■■■＝■■■■、壷
…､■--■ﾛ■■■■■￣￣■■■■■■■亟西
…里、■■■■￣￣■■■￣I■■■＝■■■￣■面面
…ｎｺ■￣■■■■ﾛ■■■￣￣Ⅱ■■■＝￣￣丘百面
…訂j■■■■■￣ﾛ■■■■■■￣Ⅱ■■■‐

★実習★
Ｏｐｍ■■正可、■可用■丘.、■堰三目函函亜目座■亜

一Ⅱ■－－－麺■函■四￣I■■、￣－画
…電■￣￣西一■函■函口頭■■■－－■、西
￣江■--￣雨一弱■ｍ－－－－…
…麺■－－－…－口函■■■－－■、誼
、■＝訂■－－－頭￣"■河-1■■、￣■頸亜
…■￣■雨一■雨一■西■■■＝■訂函■、■
、匠一匠■￣＝覇一ｍ■悪一一■■■￣唾函巨■ｍ
ｍＨ＝唖■---￣￣＝￣■■、

★計★
口冤■■訂而■丘.､■H1■エロ匝函函亜目■■亜

エヱー而両■－－Ｆ■￣西…￣I■■、￣－回
函正■江、￣＝函一■函…エコー￣亜
亟己＝扣可■－－■西一雨■函一一一■訂雨■■、
…麺■－－痢一■頤＝西■函Ⅱ■■、＝￣■五頭
…■－－■函一祠一雨一Ⅱ■■、￣亟雨■、■
￣■￣￣函一口雨■■田口、－－画"■、■
￣■￣￣函一雨一ｍ■■、－－－－ｍ■五ｍ
ｍ■＝■－－■■■Ⅲ￣＝￣ 

(20） 

谷口 河上 中原 原田 中川 根之木 澤田 久保木 計 平均
rｌｌｄｎＩｌＪＵ ２ 0．２５ 
Ｈ１３後jＵ １ ２ ３ ０ 3８ 
Ｈ１４前 ２ ０ 2５ 
Ｈ１４後 ２ ３ 0 3８ 
Ｈ１５前 ２ ３ 0 3８ 
Ｈ１５後 ２ ３ ０ 3８ 
Ｈ１６前 ３ 0 3８ 
Ｈ１６後 ２ ３ ０ 3８ 

谷口 河上 中原 原田 中川 根之木 澤田 久保木 計 平均
Ｈ１３前期 ２ ２ ４ ２ ２ 1２ 1．５０ 
Ｈ１３後姻 ２ ２ ２ ８ 1４ 7５ 

Ｈ１４前期 ２ ２ ４ ２ ２ 1２ 5０ 

Ｈ１４後期 ２ ２ ２ ８ 1４ 7５ 

Ｈ１５前期 ２ ２ ４ ２ ２ 1２ 5０ 

Ｈ１５後期 ２ ２ ４ ８ 1６ ２ 0０ 

Ｈ１６前19］ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ６ ２ 3２ ４ 00 

Ｈ１６後期 ２ ４ ４ ４ 1４ 7５ 

谷口 河_上 中原 原田 中川 根之木 津田 久保木 計 平均
Ｈ１３前期 ３ ５ ２５ ８．５ 4.5 ２ 1０ ７ 42.5 ５．３１ 

Ｈ１３後期 ６ 6.5 ８ 1３ ５ ４ ５ 10.5 ９ 5８ ７ 2５ 

Ｈ１４前期 ３ ５ ２５ ８ ５ ４ ５ ２ 1０ ７ 42.5 ５ 3１ 

Ｈ１４後期 ６ 6.5 ８ 1３ ５ ４ ５ 10.5 ９ 5８ ７ 2５ 

Ｈ１５前期 ３ ５ ２５ ８ ５ ５ ５ ２ 10 ７ 43.5 ５ 4４ 

Ｈ１５後期 ６ 6.5 ８ 1３ ５ ４ 10.5 ９ 57.5 ７ 1９ 

Ｈ１６前期 ７ 5.5 ３．５ ５ ５ ６ ５ ５ 3８５ ４ 8１ 

Ｈ１６後期 ７ ６ ７ １４ ４ 1２ ２ １０ 6２ ７ 7５ 

谷口 河上 中原 原田 中川 根之木 鰹lＨ 久保木 計 平均
Ｈ１３前期 ６ ７ 6.5 8.5 6.5 ５ 1０ ７ 56.5 7．０６ 

Ｈ１３後期 ６ ８５ 10 1３ ５ ７ ５ 1０．５ 10 ９ 7５ ９ 3８ 

Ｈ１４前期 ６ ７ 6.5 ８ ５ ６ ５ ５ 10 ７ 56.5 ７ 0６ 

Ｈ１４後期 ６ 8.5 10 1３ ５ ７ ５ 105 10 ９ 7５ ９ 3８ 

Ｈ１５前期 ６ ７ 6.5 ８ ５ ７ ５ ６ 10 ７ 58.5 ７ ３１ 

Ｈ１５後期 ６ 8.5 1０ 1３ ５ ９ 10.5 10 ９ 76.5 ９ 5６ 

Ｈ１６前期 1２ 9.5 7.5 ９ ５ 10 1０ ７ ８ 73.5 ９ 1９ 

Ｈ１６後期 ７ ８ 11 1４ ９ 1２ ８ 1０ 7９ ９ 8８ 



音楽科

■■■■■■■苣疸玉房訂■匹話■■面Ⅲ■■皿■。
ｍｒ■ｒ■■■■■■■■■ﾛ■■■I■■■￣￣■■■■■ⅢI■■■Ⅱ■■■－回
、唾＝■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■￣■■■■■■I■■■I■■■－画
、Ⅱ■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■＝￣■■■■■■I■■■I■■■￣画
、正＝可■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■￣■■■■■■Ⅱ■■■Ⅱ■■■－画
町■＝■■■■■■■■■■■■■■■■￣I■■■■■■■■■Ⅱ■■■Ⅱ■■■-画
函■＝■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■￣■■■■■■I■■■Ⅱ■■■￣…
町百＝■■■■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■￣￣■■■■■ⅢI■■■Ⅱ■■■U■■、亜

■■■■■■￣■■■■■■I■■■ 

★演習★
＝＝で五

町r＝■￣■■■■■■￣■■ﾛ■■■Ⅱ■■■ロー■■■■■■■……
函正＝■￣■■■■■■■■■■■､■■ロー■■■￣■■■■■■■…函
…■■■■■】■■■■■■■■￣■■■ﾛ■■■Ⅱ■■Ⅱ■■■ﾛ■■■￣￣庇、■
…竃■￣函l■■■■■■■■￣■■ロー■■■■■■■ﾛ■■■-画函匹亘■
￣■■■■】■■■■■■■■■､■■■ﾛ■■Ⅱ■■■■■､■■■￣￣■可■
…■￣■■■■■■■■■■■B■■■ロー■■■■■■ﾛ■■■￣■Ⅸ、■汪団
…■￣■■■■■■■■■￣■■ﾛ■■■Ⅱ■■■■■■■ﾛ■■■￣雨￣匝亘■
…、￣■■■■■■■■￣￣￣■■■■■､■■■

★実習★
函■区＝■百口■■皿■ＦＴ■Ｅ罰函EZFTn臣祀巫■■霜■座亟沮

…ｒ■ﾛ■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■I■■■￣■■■I■■■､■■ロロⅢ而口西ヨ
…＝冠■■■■■￣ﾛ■■■■■■￣■I■■＝■■■Ⅱ■■■､■■■面、
…正■■■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■I■■■￣■■■､■■■、、耐
胆…証■■■■■￣■■■■■■■■■ⅢI■■■￣■■■U■■■■、耐
、■￣Ⅱ■■■■■￣■ﾛ■■■■■■■■I■■■…■■■､■■■、、耐
皿エー旬＝ﾛ■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■I■■■…■■■0■■■面面面面
DB■丘＝■ﾛ■■■￣■■■■■■■Ⅱ■■＝■■■－－回顧正■、
頤■￣亜■ﾛ■■■￣■■■■■■I■■■－－－－

★計★

露灘垰露

(21） 

宮本 大島 行天 河團 P ノ ､川 遠藤 若松 石山 川瀬 合計 平均

Ｈ１３前期 ２ ５ ８ 0．８０ 

Ｈ１３後期 ６ ７ 0 7０ 

Ｈ１４前期 ２ ４ ７ ０ 7０ 

Ｈ１４後期 ５ ６ 0 6０ 

Ｈ１５前期 ２ ４ ７ 0 7０ 

Ｈｌ５後期 ４ ５ 0 5０ 

Ｈ１６前期 ３ ６ 10 00 

Ｈ１６後期 ４ ５ ０ 5０ 

★講義★

宮本 大島 行天 河野 小川 遠藤 若松 石山 ﾉ11瀬 合計 平均
Ｈ１３前期 8.5 ６ ４ ７ 27.5 2．７５ 

Ｈ１３後期 8.5 ６ ４ ２ ７ 27.5 ２ 7５ 

Ｈｌ４前期 ９ ６ ４ ８ ２ 3１ ３ １０ 

Ｈ１４後期 8.5 ６ ４ ２ ８ ２ 30.5 ３ 0５ 

Ｈ１５前期 ８ ６ ４ ８ ２ 2９ ２ 9０ 

Ｈ１５後期 7.5 ６ ４ ２ ８ ２ 29.5 ２ 9５ 
Ｈ１６前期 8.5 ６ ４ ８ ２５ 3０ ３ 00 

Ｈ１６後期 8.5 ６ ５ ２ ８ ２５ 3２ ３ 2０ 

宮本 大島 行天 河野 小川 遠藤 若松 石山 ﾉ１１瀬 合計 平均
Ｈ１３前期 8.5 ７ 1５．５ 1．５５ 
Ｈ１３後期 ８ ８ 1７ 7０ 
Ｈ１４前期 ８ ７ 5.5 20.5 ２ 0５ 
Ｈ１４後期 ８ 8.5 ５ 22.5 ２ 2５ 
Ｈ１５前期 8.5 7.5 5.5 2Ｌ５ ２ 1５ 
Ｈｌ５後期 8.5 8.5 ５ 2３ ２ 3０ 
Ｈ１６前期 ８ 8．２５ ８ ９ ８ ４１．２５ ４ 1３ 
Ｈ１６後期 ８ 8．７５ ９ ８ ８ 41.75 ４ 1８ 

宮本 大島 天行 河野 小)|’ 遠藤 悲松 石山 川瀬 合計 平均
kｌｌＵＥｉｎＵ 8.5 8.5 ６ ６ ６ ８ ８ 5１ 5」0
Ｈ１３後叫 ８．５ ８ ６ ６ ６ ８ ７ 49.5 ４ 9５ 
且１４ⅡI｣jＵ ９ ８ ６ ６ ５ ８ ９ 7５ 58.5 ５ 8５ 
Ｈ１４後jＶ ８．５ ８ ６ ６ ７ 8.5 ８ ７ 5９ ５ 9０ 
Ｈ１５前脚 ８ ８５ ６ ６ ５ ７．５ ９ 7.5 57.5 ５ 7５ 
Ｈ１５後測 7.5 ８５ ６ ６ ６ 8.5 ８ ７ 57.5 ５ 7５ 
Ｈｌ６前側 8.5 ８ 8．２５ ６ ７ ７ ８ ９ ９ 105 81.25 ８ 1３ 
Ｈ１６後jＯ 8.5 ８ 8．７５ ６ ６ ６ ９ ８ ８ １０．５ 78.75 ７ 8８ 



国際文化学科

弓罹［
★演習★

廓ョ…皿■…■函ロヱ匹召刃匹麺■江■■■■遷沮
￣Ⅱｍ－－Ｕ■■Ⅲ＝￣￣■■■■■■面面面面
、Ⅲ＝匠麺■￣■■■■ﾛ■■■￣￣＝￣■ロロ■■■ｎｍ
ｍｚ■、■￣■■■ロﾛ■■■￣￣￣＝■■Ⅱ■■ロロロ■Ⅲｍ
ｍ－５冠■￣■■■■ﾛ■■■＝￣＝￣■■ロロロロロー而
唾￣ｒ■￣■■■■ﾛ■■■￣￣￣￣■■■－－，
－Ｚ■￣■■■■ﾛ■■■￣＝￣￣■■■－－ｍ 
－ＴＪ■￣■■■■￣■■■￣￣■■￣￣＝＝三
一歪■￣■■■■￣￣■■■￣＝

★計★
。閂｡｢､■画■■囚■函泪＝■匠習垣二Ⅱヨ■江。■■■塞沮

…■￣■■■■￣■■■■■■￣■■■■■■I■■■￣庇■可■
－１■￣■■■■--￣￣■■■■■■I■■■￣丘■訂■
…■￣ﾛ■■■ﾛ■■■￣￣￣■■■￣Ⅱ■■■￣産百面
…証■ﾛ■■■－－■■■■■■I■■■‐＝Ⅱ■■■－匹■W■
￣■－－U■■■￣￣＝■■■￣■■ 
…■ﾛ■■■■■■■--￣￣￣－－－■■、
…■－－－￣￣￣￣￣－－丘■、
￣■￣－－口■￣－－－－￣

(22） 

後藤 吉良(圏） 二野 入野 大橋 郡 騎谷 野坂 伊藤 『手、 平均
Ｈ１３前期 ２ ４ ３ ２ ２ ２ ２ ４ ２１ 2．３３ 
Ｈ１３後期 ２ ４ ３ ２ ２ ２ ２ ４ ２１ ２ 3３ 
Ｈ１４前期 ２ ４ ３ ２ ２ ５ ２ ４ 2４ ２ 6７ 
Ｈ１４後期 ２ ４ ３ ２ ２ ２ ３ ４ 2２ ２ 4４ 
Ｈ１５前期 ２ ４ ３ ２ ２ ３ ２ ４ ３ 2５ ２ 7８ 
Ｈ１５後期 ２ ４ ３ ２ ２ ２ ３ ４ ３ 2５ ２ 7８ 
Ｈ１６前期 ３ ５ ４ ３ ３ ４ ３ ７ ３ 3５ ３ 8９ 
Ｈ１６後期 ３ ５ ４ ４ ３ ３ ４ ６ ４ 3６ ４ 00 

★講義★

後藤 吉良(園） 上野 入野 大橋 邸 陦谷 野坂 伊藤 計 平均
Ｈ１３ ２ ２ ２ ２ ２ 1３ 1．４４ 
Ｈ１３ ２ ２ ２ ２ ２ 1１ 2２ 
Ｈ１４前 ２ ２ ２ ２ ２ 11 2２ 
Ｈ１４後 ２ ２ ２ ２ ２ 1１ 2２ 
Ｈ１５前jＵ ２ ２ ２ ２ ２ １２ 3３ 

Ｈ１５後jt1 ２ ２ ２ ２ ２ 1２ 3３ 
Ｈ１６前脚 ４ ２ ４ ４ ３ ２ ２ 2１ ２ 3３ 

Ｈ１６後jＶ ４ ２ ４ ４ ３ ２ ２ 2１ ２ 3３ 

後藤 吉良(国） 上野 入野 大橋 邸 蒋谷 野坂 伊藤 計 平均
Ｈ１３前期 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 3２ 3．５６ 

Ｈ１３後期 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 3２ ３ 5６ 
Ｈ１４前期 ４ ４ ４ ４ ４ ７ ４ ４ 3５ ３ 8９ 

Ｈ１４後期 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ 3３ ３ 6７ 
Ｈ１５前期 ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ 3７ ４ 1１ 

Ｈ１５後期 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ 3７ ４ 1１ 

Ｈ１６前期 ７ ５ ６ ７ ７ ７ ５ ７ ５ 5６ ６ 2２ 

Ｈ１６後期 ７ ５ ６ ８ ７ ６ ６ ６ ６ 5７ ６ 3３ 



情報コミュニケーション学科

毎訶■■可、■ヨー■■

￣－－１■■■■■■￣￣Ⅱ■■■￣■両■
－－■■■￣■■■－－Ⅱ■■■￣■況訂■
￣■■■‐￣￣￣￣￣￣庇■面
一一一I■■■－－１■■■I■■■-羽■泪面■
￣■I■■￣￣￣￣￣￣￣正百面
￣￣■■■I■■■￣￣￣■ﾛ■■￣■、■
￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣Ｆ、■
￣＝ 

★演習★
広五五匹丁■雷■■亜■

町西宮河■－－U■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■‐￣Ⅱ■■■Ⅱ■■Ⅲ函
…滝■--U■■■■■■■■Ⅲ￣■■■＝Ⅱ■■■Ⅱ■■■￣■、■
￣ｒ■￣￣ﾛ■■■■■■■■■￣■■■￣￣￣￣■、■
…証■－－U■■■■■■■■■￣■■m-U■■■－－■可■
￣ｒ■￣■■■■ﾛ■■■I■■■■■■￣■■■￣U■■■￣￣■、■
￣■￣■■■■ﾛ■■■■■■■■■￣＝￣Ⅱ■■■￣￣庇、■
￣■￣￣ﾛ■■■￣￣￣■■■＝￣￣－匹面■
、■＝ヱーロ■■■ﾛ■■■■■■■■■￣＝＝

★計★
麺可丁■■可西■Ⅱ届■守正■正､~■区画■平■臣巫沮

…■￣－－￣－１■■■■■■--1■■■￣ロロ■
…刀辺■－－－－￣￣■■■－￣Ⅱ■■■－ｍ
－工一一一一－－－＝￣－面、
…-コ■－已匹－－－￣￣－－－画面
一エーーーーーーーーー－，ｍ
…＝エーーーーーー￣￣＝￣面面
…＝■■■■､－－－＝￣￣■■､－－，ｍ 
…夛盃■￣￣--￣￣■■￣￣

(23） 

東田 吉良(伸） 吉山 坂口 藤田 水上 別府 吉岡 高橋 柴田 合計 平均

Ｈ１３前期 ４ ３ ５ ４ ５ ３ ２ 2６ 2．６０ 

Ｈ１３後期 ２ ３ ５ ２ ４ ３ ２ ４ 2５ ２ 5０ 

Ｈ１４前期 ４ ３ ５ ４ ５ ３ ５ ３ ５ ２ 3９ ３ 9０ 

Ｈ１４後期 ２ ３ ５ ２ ４ ２ ２ 2２ ２ 2０ 

Ｈ１５前期 ４ ３ ５ ４ ５ ３ ５ ３ ２ ２ 3６ ３ 6０ 

Ｈ１５後期 ２ ３ ５ ２ ４ ２ ２ ５ 2７ ２ 7０ 

Ｈ１６前期 ４ ３ ５ ４ ４ ５ ５ ２ ３ ２ 3７ ３ 7０ 

Ｈ１６後１０１ ４ ４ ６ ５ ６ ３ ４ ４ ６ 4３ ４ 3０ 

★講義★

東田 吉良(仲） 吉山 坂口 藤田 水上 別府 吉岡 高橋 柴田 合計 平均
Ｈ１３１ｉｉｊ期 ８ ３ ５ ２ 2１ 2.10 

Ｈ１３後期 ４ ３ ２ ４ 1７ 7０ 

Ｈ１４前期 ８ ３ ３ ５ ２ ３ 2７ ２ 7０ 

Ｈ１４後期 ４ ３ ２ ４ 1 ２ 2０ ２ 0０ 

Ｈ１５前期 ８ ４ ３ ５ 1 ３ 2７ ２ 7０ 

Ｈ１５後期 ４ ４ ２ ２ ４ ２ 2２ ２ 2０ 

Ｈ１６前期 1０ ５ ２ ２ ３ ８ ２ ３ 3６ ３ 6０ 

Ｈ１６後期 ４ ４ ２ ２ ４ ３ ３ 2５ ２ 5０ 

東田 吉良(仲） 吉山 坂口 藤田 水上 別府 吉岡 高橋 柴田 合計 平均
Ｈ１３前期 1２ ６ ６ ５ ６ ８ ４ 4７ 4．７０ 
Ｈ１３後期 ６ ６ ６ ３ ５ ５ ６ ５ 4２ ４ 2０ 
Ｈ１４前期 1２ ６ ６ ５ ６ ６ ５ ８ ７ ５ 6６ ６ 6０ 

Ｈ１４後期 ６ ６ ６ ３ ５ ３ ３ ６ ３ 4２ ４ 2０ 
Ｈ１５前期 1２ ７ ６ ５ ６ ６ ５ ８ ３ ５ 6３ ６ 3０ 
Ｈ１５後期 ６ ７ ６ ３ ５ ３ ４ ６ ６ ３ 4９ ４ 9０ 
Ｈ１６前期 1４ ８ ６ ６ ６ ８ ５ 1０ ５ ５ 7３ ７ 3０ 
Ｈ１６後期 ８ ８ ７ ６ ７ ５ ６ ８ ９ ４ 6８ ６ 8０ 



一般教育

ロ■T■ⅡⅡ珂亟ヨニ■座巫沮
ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■■■I■■■￣回画面
ﾛ■■■■■■■■■■■■I■■■－m 
ﾛ■■■■■■■■■■■■■I■■Ｆ耐
■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■雨
■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■Ⅱ■■￣冠
ﾛ■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■、
■■■■■■■ロー■■■I■■■、、
ﾛ■■■￣￣■■■■Ⅱ■■ 

★実習★

廟篭已
★計★

■五■沮函正面■■Ｈｒ。■■唾沮
￣■￣￣￣■■■￣I■■■■面面
皿■＝F趣■■■■■ﾛ■■■￣■■■￣I■■■Ⅳｍ
ｍ－ｍ■－－－￣￣ロロロロロｍ
ｍ－Ｆ劃■■■■■－－■■■I￣■■■百ｍ
ｍ■￣Imu■￣￣￣■■■￣■ｎｍ 
ｍ■＝劃■￣￣￣￣＝■面面
、Ⅱ＝Uご■－－■■■ロー￣面面、
、Ⅱ＝証■￣ﾛ■■■￣￣■■■■面面

(24） 

染矢 佐藤 洲 高瀬 貞包 加藤 計 平均
Ｈ１３前期 ６ ４ ３ 1４ 2．８０ 
Ｈ１３後期 ４ ４ ３ 1２ ２ 4０ 
Ｈ１４前期 ６ ４ ３ 1４ ２ 8０ 
Ｈ１４後期 ４ ４ ３ 1２ ２ 4０ 
Ｈ１５前期 ６ ４ ３ ５ 1９ ３ 8０ 
Ｈ１５後期 ４ ４ ３ ４ １６ ３ 2０ 
Ｈ１６前期 ４ ７ ３ ５ ６ 2５ ５ 0０ 
Ｈ１６後期 ４ 0.5 ４ ４ ４ 1６．５ ３ 3０ 

★講義★

染矢 佐藤 洲 高瀬 貞包 加藤 計 平均
Ｈ１３前脚 ３ ３ 0６０ 
Ｈ１３後脚 ３ ３ 0 6０ 
Ｈ１４前jＵ ３ ３ ０ 6０ 
Ｈ1４後脚 ３ ３ ０ 6０ 
Ｈ１５前Hｊ ３ ３ 0 6０ 
Ｈ１５後jＵ ３ ３ ０ 6０ 
Ｈ１６前脚 ２ 10 ３ １５ ３ 00 
Ｈ１６後Ⅳ ６ ５ ３ 1４ ２ 8０ 

★演習★

染矢 佐藤 洲 高瀬 貞包 加藤 計 平均
Ｈ１３ i1i期 ６ ７ 1４０ 
Ｈ１３ 麦期 ６ ６ 2０ 
Ｈ１４ １１１期 ６ ７ 4０ 
Ｈ１４後期 ６ ６ 2０ 

Ｈ１５前期 ６ ７ 4０ 

Ｈ１５後期 ６ ７ 4０ 

Ｈ１６前期 ２ ０ 4０ 
Ｈ１６後期 ０ 2０ 

染矢 佐藤 洲 高瀬 貞包 加藤 ｌ ・玉Ｃ、 平均
Ｈｌ３Ｉｉｌｊ期 Ｐ０ ６ ６ ４ ３ 2４ 4．８０ 

Ｈ１３後期 ４ ６ ４ ３ 1７ ３ 4０ 
Ｈｌ４ｉｉｌｊ期 ５ ６ ６ ４ ３ 2４ ４ 8０ 
Ｈ１４後)０１ ４ ４ ６ ４ ３ ２１ ４ 2０ 

Ｈ１５Ｉｉｉｉ期 ４ ６ ６ ４ ３ ６ 2９ ５ 8０ 
Ｈ１５後1０１ ４ ４ ６ ４ ３ ５ 2６ ５ 2０ 

Ｈ１６前jUl ７ ７ 10 ６ ５ ７ 4２ ８ 4０ 
Ｈ１６後期 ６ ４ 5.5 ７ ４ ５ 3１５ ６ 3０ 



学術瀧謎数蔵書数表４－６ ● 
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１
１
０
’
０
Ｉ
・
・
１
・
・

９
 

１
 

印
印
く

■
■
■
■
 

２
 

６
 

３
 

３
 

コ
１
 

１
 

１
 

１
３
 

１
 

８
 

(25） 

勾国轡(HH）

凶書
例J謎魅ｍＩＤｌ ．(1)H)１ 

雑誌
p尽趨灘（1,, 外国醤GB） .（ﾄﾞi, 

-,Wi臺篝i難i：
自然科&邦11係

lq886 

10B6兜

3,999 

1,908 

1,536 
596 

1279k1 

12234 

4,595 

５ 

2２ 

１１ １３０ 
６ 

2５ 

１１ 

小計 25,583 4,040 29,623 3８ ４ 4２ 

戸代 1,947 1,341 3,288 1０ １ 1１ 

保燭本育 §係 1,025 218 1,243 ６ 0 ６ 

辱蝋
師幽麺飛ｑＺａ９ １１ 副麺断靭１８５２ 、⑭蠅獅ａａａ２ ｌ１１１ 妬加妬如

９ 

胆配別 鴎似祀田
ノ 、 三

回 41.272 17.948 59.220 147 7４ 221 

合計 69827 23,547 98,374 201 7９ 280 

資料名 塙ｉｎ受入 f邦、 仏出
16年３月31日
】ﾘﾖｺｷｺ呂右数

レコード

レコード

CＤ 

（うちＣＭ）

￣ (梅

(組、

(組、

0 

1７ ） 

(0） 

０ 

４ 

(0） 

1,503 

3,974 

(1) 

映画フィルム
8mｍ 

151ｍ ￣ 

(ね

(Ｚｎ 

０ 

０ 

０ 

0 

７ 

１ 

録音･録画

ビデオカセットテープ

ﾋﾞデオディスク

カセットテープ

VHS 

Beta 

3m】

U=Matic 

ＩＤ 

Ⅵ、

DVD 

カセットテープ

DAT 

オープンリールテープ

(組）

(木）

(調

(本）

(bid 

(樹

Ｃ組）

(組）

(豹

(木）

4８ 

０ 

１ 

〕

0 

0 

１１３ 

１ 

０ 

０ 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

０ 

） 

０ 

０ 

Ｉ:ｲｿﾙＩ 

9１ 

1１ 

９ 

286 

3６ 

282 

270 

８ 

121 

スライド スライド (組０ ０ ０ 3８ 
トランスペア

レンシー
CIPシート (組、 ０ 0 １ 

マイクロ マイクロフィルム (本） 1２ 0 169 
コンピュータ

ファイル
フロッピーディスク 0組） 0 0 ２ 

計 345 ４ 8,131 



表５－４資格取得の取り組み

英語検定受験状況

上雲謡二F雲霧干嘉;F鳫毫f讓髻lE壽雲F1二零＝

TOEICIP受験状況

(26） 

国際文化

受験者数

国際文化

合格者数

情コミュ

受験者数

情コミュ

合格者数

全学科

総受験者

全学科

合格者数

合格率

(％） 

平成過年度
第１回

第２回

第３回

５４ 

２８ 

３８ 

１１ 

６ 

１ 

２４ 

７ 

1２ ３１１ 
８０ 

３６ 

５２ 

１５ 

７ 

２ 

１９ 

１９ 

４ 

平成皿年度
第１回

第２回

第３回

３４ 

１４ 

１９ 

１２ 

５ 

５ ４０４ １００ 
３８ 

１４ 

２４ 

１３ 

５ 

５ 

３４ 

３６ 

２１ 

平成応年度
第１回

第２回

第３回

２９ 

３０ 

２６ ６６４ ９４２ １１０ 
３８ 

３４ 

２９ ７７４ 
１８ 

２１ 

１４ 

受験者数 リスニング平均点 リーディング平均点 総合平均点

平成ｕ年度
第１回

第２回

２１ 

２２ 

２４３．１ 

２６３．０ 

１７３．６ 

１９２．３ 

４１６．７ 

４５５．２ 

平成過年度
第１回

第２回

第３回

１１ 

８ 

２９ ９４２ ５９７ ７７５ ２２２ 
１５０．０ 

１９７．５ 

１８０．０ ９９２ ５６７ ２７３ ４４４ 



｢フランス語技能検定試験」

(27） 

5級受験者数 合格者数 合格率

平成１４年度春季 ２６ ２０ ７７％ 

平成１４年度秋季 ２６ ２３ ８８％ 

平成１５年度春季 ８ ８ １００％ 

平成１５年度秋季 ２０ １５ ７５％ 

４級受験者数 合格者数 合格率

平成１４年度春季 ７ ４ ５７％ 

平成１４年度秋季 １３ ６ ４６％ 

平成１５年度春季 11 ４ ３６％ 

平成１５年度秋季 ４ ３ ７５％ 

3級受験者数 合格者数 合格率

平成１４年度秋季 ４ １ ２５％ 

平成１５年度春季 ２ １ ５０％ 

受験者数合計 合格者数合計 合格率

平成１４年度春季 ３３ ２４ ７３％ 

平成１４年度秋季 ４３ ３０ ７０％ 

平成１５年度春季 ２１ １３ ６２％ 

平成１５年度秋季 ２４ １８ ７５％ 



｢中国語技能検定試験」

(28） 

第８回 試験区分 受験者数 合格者数

(13年１１月） ４級 ６ ５ 

準４級 2２ ９ 

5級 ２ ２ 

合計 ３１ 1７ 

第９回 ３級 ２ １ 

(１４年６月） ４級 ７ ６ 

準４級 1３ ８ 

5級 １ ０ 

合計 2３ 1５ 

第１ｏ回 4級 ２ １ 

(１４年11月） 準４級 1４ ９ 

5級 1５ 1５ 

合計 3１ 2５ 

第１１回 3級 ３ ２ 

(１５年６月） ４級 1９ 1０ 

準４級 １ １ 

５級 ５ ５ 

合計 2８ 1８ 

第１２回 ３級 ５ ３ 

(１５年１１月） 4級 ５ ４ 

準４級 ９ ８ 

5級 ９ ４ 

合計 2８ 1９ 



｢ワープロ検定２級」｢ワープロ検定３級」

(29） 

受験者

数

合格者

数

第２７回

(平成１３年５月） 6１ ９ 

第28回

(平成１３年１０月） 3３ 1１ 

計 9４ 2０ 

第29回

(平成１４年５月） 5３ ５ 

第30回

(平成１４年１０月） 2２ ３ 

計 7５ ８ 

第31回

(平成１５年５月） 3７ 1９ 

第32回

(平成１５年１０月） 2１ １ 

計 5８ 2０ 

第33回

(平成１６年５月） 5４ 3１ 

第34回

(平成１６年１０月） 1２ ３ 

計 6６ 3４ 

三－台簾墓？ 宴懲:：293;；
さ｢::；：：：－…･pl1l1I炉Bjr・｢;?弓

-~■－－－ 8２ 

蕊:Ｉ合格Ｉ 隆蔓ｌｌｌ（
▲▲△凸｡LLL已印､■

６▲■■▲■ｑＬ■且■■凸

蕊講１１１１１iii灘
ＩＩＩＩＩＩＩ▲｡■▲▲■▲少一｡Iエグマヨーーヮ凸守

F0TPpI■5ムムDDG⑪ロユグ印●寺■PCU上
、｢▼ＩＩＵ｣ILO■60⑪⑪▲印■－⑤B■

受験者

数

合格壱

数

第35回

(平成１３年５月） 1５ 1２ 

第36回

(平成１３年７月） ６ ６ 

第37回

(平成１３年１２月） 1７３ 1４９ 

計 1９４ 1６７ 

第38回

(平成１４年５月） 1１ ３ 

第３９回

(平成１４年７月） ９ ７ 

第40回

(平成１４年１２月） 1５６ 1２２ 

計 1７６ 1３２ 

第４１回

(平成１５年５月） ８ ５ 

第42回

(平成１５年７月） ２１ 1８ 

第43回

(平成１５年１２月） 1５２ 1４０ 

計 1８１ 1６３ 

第44回

(平成１６年５月）

第45回

(平成１６年７月） 1２ 1２ 

第46回

(平成１６年１２月） 1４２ 

計 1５４１２ 

{|溌鴛議蕊蕊 蕊蕊56綴Ｉ ｉⅡ ４》ョＴ冒・・・守冒Ｐ冒唖胖冒抄卒・・帥洋）ルー●・少少‐・少●ョｃＰｃｃ△●少ｃｃ』ず●ョｃＡＡｃ少ｃｃ■■Ｓ ｃョ●▲●少少●ｃｃ》》》》》》》一一一 ｝》篭
妻＝…Ｈｌｌ１蕊蕊蕊裁｜戦蕊

｝鐘Ｆｉ１ｌ賃鰯!;11蕊議
占:&a:a:::諺辻?:Ｍ:`；｡：ｊ：；:;::::::::;:飴:･５J孫;,j;ｐＩ９ｊ鵠尹J-F:,;:：
::堕羊:f↑:少:,:。。f-..㎡=`:ｵ:::::堪乱翠躍Ri::鐸〆:,j;,:;?｢’?《部,

Ｉ蕊罫帛;｣窪窒：

蕊蕊i84懸調工
,E;nF::ＳＦＩ:rl2J1plif2pP必ﾛｰﾛ.１F｣5顔弓呂ﾆｾﾞﾖｰｰ

騨鍵;森:A;4,6;:癖弔鐸灘舞÷
揮二１二::\ﾒﾆ･｢･ili1fl｣ｵfA*1-;i,f1.::::鰭.倉ﾖｰ&



｢ビジネスコンピューティング検定３級」

受験者数合格者数

｢ビジネスコンピューティング検定２級」

受験琶数合格壱数

(30） 

受験者数 合格者数

第１７回

(平成１５年９月） ６ ４ 

第１８回

(平成１６年２月） 4２ 3５ 

第１９回

(平成１６年９月） ９ ８ 

第20回

(平成１７年２月）

受験者数 合格者数

第１１回

(平成１５年９月） ３ ２ 

第１２回

(平成１６年２月） ０ ０ 

第１３回

(平成１６年９月） ０ ０ 

第１４回

(平成１７年２月） 0 0 

護塞?二蒼藤弓了 二三薮 毫雲塞三:２

:ろ二爵５÷罪ぞ＝器ロざ．『.~,．‐■■－，言一

箸:竺身蒙曰;忍びＵ ６７略



表６－２－①平成１３年度(平成１４年３月)卒業者の進路(就職･進学(錫入学))内定状況

早虞04年５月ＩＢＵU在

【辿庭(壁画内定･進学)状況

r＝－コ
■＝￣■口甲■nＦ￣■而四■■】■■おI■■Ｆ■、
￣■＝､－－＝師一一面一一一■■￣￣＝n
．玉正面四四Ｆ■珂甲￣■詞四四四四四四回
■……玉■■四四四四四■雨一一口■祠－－正、
－回四■、■呵囚■皿四四ｎ匹雨…■円■雨
一仔蜀■可四国I■回四四四￣⑩■ｍｍＦ■、
＝冠…■■■I■■画I■■■■囮■I■■I■■四■■■■囮
￣冠田口■■‐■祠■■】■■U■■－－守面詞一一町詞
一■四回回I■■■■囮四四四■雨一一■、
￣■囮■回四四匹■四四四Ⅳ■詞

Ⅱ辿孚(■入学)状況亜下厘の故は■人賦駐写の丘合格宕敗

(31） 

Ｆ季示丙司￣碕再FT同百症一戸面軍両耳画衷至言

学科.専攻科名

卒薬。

修了生致

Ａ 

人

攻■

希回名鯨

巳

人

Ｃ 

人

内定甲
Ｃ／Ｂ 

時

迫字

希望竃敬

、

人

Ｅ 

人

Ｅ／､ 

9６ 

その他

Ａ－Ｂ－Ｄ 

人

（Ｈ１ａ５１） 

鑑曇F蘆呼電
飢回

(Ｈ１３５１） 

粕辺客敏
人 人 鉛

典衡科 7１ 2３ 0８ 7８３ ３０ 3０ ０６８ １７ 0４ ５ ３５．７ 1４ ５ ３５．７ 

音楽科 ６３ 1８ １１ 611 ２５ 2２ ８８０ 2０ ８ ８ 1０００ ８ ８ 100.0 

小針 1３４ ４０ 2９ 7０７ ５６ 5２ ９２９ ３７ 2２ 0３ ５９．１ 2２ 1３ 59.1 

国際文化学科 1０３ 5５ ５１ 9２７ ２２ 2０ ９０９ ２６ 7０ 6４ 914 7０ 6４ ９１４ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 ９６ 7， 6４ 9１ ４ 1３ 1２ ９２３ 1３ 6９ 68 ９８６ 6９ 6Ｂ ９８６ 

小計 1９９ １２５ 115 9２ 0 ３５ 3２ ９１４ 3９ 1３９ 1３２ ９５０ 139 132 950 

計 333 １６６ 1４４ 8６ ７ ９１ 8４ 92-3 7６ 1６１ 145 ９０」 1６１ Ｍ５ ００」

奥衛専攻科 ２５ ９ ７ 7７ 8 100.0 1５ ８ ７ ８７５ ８ ７ ８７５ 

音楽専攻科 1９ ６ ５ 8３ ３ ０ 0 1３ ５ ５ 1000 ５ ５ 1000 

肘 ４４ 1５ 1２ 8０ 0 000,0 2８ 1３ 1２ 92.3 1３ 1２ ９２．３ 

合叶 377 0８１ 1５６ 862 ９２ 8５ ９２．４ 104 0７４ 157 90.2 1７４ 157 902 

大学毎名
gql 

±毎F唾

可科

、毎正

■■ 

士年空

日掛

Ⅱ､正面

n．酉ヱー

士△Ｐ、

1匹子巳ｲキ

壷
ヨ屋ユーケ.

左毎仔Ｆ

-ション学科

ＥｎＳＦ南

民ｉｎ】

士年唾

＃璽科

ni1守旦官

凶率

き－匹

千句H1で

盃停磨 士一匹

？ 

■万年ｎＦ

佐貝大字文化枚官学己 ２ 。 ２ ２ 。

丑媛大字蓬文字邸(夜間主） ２ 】 0 

山ロ県立大学国鳳文化学邸 】 ０ 

山ロWl立大学社会裡祉字郁 ］ 0 

FE秀司… 。 ２ ２ ヨ ３ 

で●￣ワ沙了な■刀几字ワ沙了▲■■でいるワーの● ］ 
￣ 

0 

別府大字文学部 0 

高知大学人文学邸

下関市立大学垣研学餌

田本大字送字E３ ０ 

脇本大字文字邸 ２ ２ 

山ロ大字人文字団 0 

雁雨… ］ ０ 

虜安逸形大字デザイン科 ] 0 

京極嗣玻大字墓衛字郎 0 

汚水女子大学音虫宇部 0 

昏曰U■S音楽大字官翠学部 ０ 

廃石玉房更正百R雨
その他専Ｆ１罰剣RUP

2４ ２７ 1９ 

２ 

1７ 

３ 

￣ 

Ｉ 

４４ 
￣ 

0 

昏川大字経済学印 ０ 

立曲、大字印回８，砿字己

祖公大字音楽学邸
￣ 

Ｉ 

１ 

神戸芸衡エ科大学蚕街エ学部 ０ 

洗足学団大字音嚢学印 ０ 

FI面面五言房天請
､十 ３０ ２９ 鉤 2０ ２５ 、 1４ ２ １ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

0 

■■■■■■■■■■■l■■■■ 

０ 

￣ 

0 

Ｏ 
■■■■■■■■■■■■■■ 

９コ

１ 
￣ 

６０ 



表６－２－②平成１４年度卒蘂者の進路(就職･進学(編入学))状況

平戚15年５月１日現在

【道路(肚庫内定･逆字)状現

－－￣￣￣面詞一一一■両一一■祠
￣￣￣￣￣ｒｎ－－■、￣￣￣■、￣￣■、
￣四四■回■四回■■■■■四Ｆ■■
口孟函一■門一一■、￣￣■雨一一一■祠－－丘雨
一軍…＝■￣四面■■￣■詞－－￣■両一一■両
一Ｆ￣￣■、■、￣口■田一■田＝田匹而一一■、
－－■扇■閾■可四四■面一ＴＦＴ、￣…■、
＝冠…ロー■■回■■￣、祠－－■■画■■■■面
宮孟孟。■■■＝画一一■而国■■＝■両一一■祠
－－四Ｆ■、■■■■詞四四回一円＝￣■詞

現
主

状
３
Ⅶ
 

夜
孚
字

孚
再

回
文
済

入
大

田
宇
函
零
国
『
艀
靜
諏
字

院

坐
大
上
胆
立
大
文

巫
玉
Ⅱ
■
〒
■

》
大
字
宇
立
手
下
￥
市
立
字
字
字
四

四
文
二

円
■
ロ
Ⅲ
分
知
九
円
転
嘩
吋
ロ
函
函
麺
傘
麺
醜
醒
秬
ｊ
峰
■
凸

大
大
呂
六
六
六

Ⅱ
 

佐
巫
山
苗
六

Ｆ
 

■
 

定
Ｌ
 

灘下肥の故は鯉入賦墜埣の廷合格打Rｈ

(32） 

字隅.専攻科名

卒纂。

修了生散

Ａ 

人

既■

希河缶敷

巳

人 種Wi｢蕊

迅字

希遡巷

、

蚊

人

迎孚甘曲
Ｅ 

人

合格率
Ｅ／、

弟

その他

Ａ－Ｂ－Ｄ 

人

■0U＋堅UⅢＵクフ■Ｐ

(Ｈ１４．５．１） 

舷は

OG盟者曲
人 人 0６ 

■旧午Ⅱ必■■ご■ＷＬ己宅

9k■ 
粘溢宿

(H1４，５１） 

岳

人 人 “ 

英街科 7４ ２３ 1１ 478 2８ 2８ 1000 2３ 2３ 1Ｂ 7８３ 2３ 1８ 7８３ 

音楽科 7０ 1４ ７ 500 3６ 2９ 8０６ 2０ 1８ 1１ ６１」 1８ １１ ６１１ 

小針 1４４ ３７ 1８ 4８６ 6４ 5７ 89.1 4３ ４１ 2９ ７０.フ ４１ 2９ 7０７ 

国際文化学科 １０９ ６９ ６３ ９１３ 2２ 1９ 8６４ 1８ 5５ ５１ ９２.フ ５５ 5１ 92.7 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 1１０ ７７ 7４ 9６１ フ フ 1０００ 2６ 7０ “ ９１４ ７０ ６４ ９１．４ 

小計 ２１９ 1４６ 137 93.8 2９ 2６ ８９フ 4J＄ 125 115 92.0 1２５ 1１５ 9２０ 

計 363 1脚 1５５ 84.7 9３ 邸 892 Bフ 1６６ 1４４ ８６．７ 1６６ 144 86.7 

奥衡、Ⅸ攻科 2４ 1０ ９ 90.0 １００．０ 1３ ９ ７ ７７８ ９ 7 778 

音楽専攻科 2０ ７ ５ ７１４ ２ ２ 1０００ 1１ ６ ５ 833 ６ ５ 833 

計 4４ 1７ 1４ 8２４ ３ ３ 1０００ 2４ 1５ 12 800 1５ 1２ 800 

合計 407 200 1６９ 餌５ 9６ 8６ ８９６ 1１１ 1８１ 156 862 1８１ 156 862 

大字再名
側’

士年な

Ｗ４ 
■、毎日子

音
士一群

''料

■可控疫

画醸又

本年欧

化宇９４

前年度

コミュニケーション学脚

本年度 前年度

災禰

本年度

Ｆ攻科

日か停円▼

廿頭

士生疵

Ｐ＄【『４

亜控匿 ★4ＦＲ羊 前年府

佐叉大字文化敬向字囲 ２ ２ ８ ］ 
愛■大字塗文字邸(夜間室） ２ ］ 
山ロ県立大字国庫文化孚鄙 ２ ］ 
谷川大字笙孚印

大分大学経済学田 ２ ２ ］ ］ 
高知大学人文学餌 ］ ］ 
北九州市立大学文字邸(夜間） ］ 】
下関市立大字経済学園 】 ］ 
睡本大字文字餌 ］ 
長田大学鯉涜孚配 ］ 
山口大学人文学田 ２ 

行命HHrアジア太平洋大学 ロ ］ 
￣旱蚕房事颪１ ］ ﾛ’ 
宣睡造砥芸備大字 ２ 】 】
女子英衙大字甚衡孚鶴 ］ 0 

窺城大字芸術字囲 ］ 0 

同志社女子大学学芸学邸 ZＩ 】 ０ 

鋳翫呼曰窪大字音楽孚剖 】 ］ 
託足孚団B嚢大学百嚢孚郎 。 0 

活水女子大学奇楽学部 ］ ］ 
エリザペト面楽大字演異学科 ］ ］ ０ 

フェリス女学院大学音楽学部 ］ 】 ０ 

前年度のみ合幡者のいる大字 ２ 。 ３ 0 ８ 

大分曲立Ｈ１､文化団用大字専攻円 ０９ 2４ 2０ 1９ 3９ 4３ 

斫旦公立田期大字 0 

瞳!j９９女子短期大字 0 

佐買臥立打顧宣宜大学校 0 

その他専門学校 ２ ２ ７ ３ ３ ８ 1３ 

針 2８ 3０ 卯 2３ 2５ 2５ ９ 1４ ３ 0 9６ 9３ 



表６－２－③平成１５年度卒案者の進路(就職･進学(絹入学))状況

平丘16年５月１日現在

一一屯￣￣￣■、－ｍ■両一一一
一Ｆ－Ｆ■両国■西河■■￣I■■丘､。‐■祠
一回■ｎ回■■■'四四四四四四口囚
＝丙壺で＝￣￣■呵口￣■、￣￣￣■両一一■両
＝四二…■－－￣■、■■I￣ロ祠■四一一■、￣￣…
－口…Ⅳ■、￣Ⅳ■、Ｆ￣■、■、ゴー面
一Ｆ￣…■祠■四口■祠￣￣■扇■祠…￣■祠
＝冠一一一コーロ■■■】■■I■■■U■￣￣■、￣￣…■
＝寂＝￣￣Ⅱ■■-面詞■■￣￣、■回I■■l■■画I■■＝ユ
ー■￣印■両弓■■雨■回■Ｆ■而回￣Ｔｍ
印可一■雨Ⅲ■回四四四四四四回

Ⅱ迎孚(但入字)状現瀬下配の盆は旧人賊９２梓の廷合格者敏

庁一可■■■■■■￣■■■■
ｎコ産室百丁宝丁一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー■■■■■■■Ⅲ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
庁房E宝可定可TTT同■■■■■■■■■■■■■■■■■￣－－－■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣
屋屋才夜毎一■■■■■■■■■■■■■■■ロー￣■■■■ロー■■■■■■■■■■■■■■■■－－
函聴面宝玉Z可一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■ロー＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅲ■■■■
犀一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－
……丁一■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
屋｢屋＝｡mTTてう■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
面冠冠軍＝￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅲ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅲ■■■■
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両TT痙才T毎￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
同ＴＴＴ悪宅丁T宅ゴー‐■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
函丁了司塞Z可冗万一■■■■■■■■■■■Ⅲ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
円弓ＴＴ垂丁両一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
ＥＴＦｎＴ厩E蚕ＴＴ〒EZ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
正面T冠EZ丁元ゴー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｍ－
ｍＴ祠可＝T穴ＴＴＴ司一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅲ■■■■■■■ロー
￣■■■■￣■■■■￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■、－
－￣■■■ﾛ■■■Ⅲ￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－ 
－■■■■￣■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー
ーーー■■■■■■■Ⅲ￣■■■Ⅲ■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■－－
￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■□■■■Ⅲ■■■Ⅲ－－－ｍ 

S0BbnG1B 3校⑤⑱ＧＯＳ

(33） 

学科.専攻04名

卒乗｡

修了生散

Ａ 

人

駄回
希望名Rｈ

日
人

＆応一疸亘■

Ｃ 

人

■５－勾字

Ｃ／巳
飴

追手

希己君Qｂ

、

人

Ｅ 

人

合格＄
Ｅ／、

船

その他

Ａ－Ｂ－Ｄ 

人

回月比

５１） 

総曇Fm露１Ｗ雫；

ｎＢＵ－里■U五Ｗ、…

臥■

盆、君

(Ｈ１５．５．１） 

蚊
人

甲几叶一一 ■ 

人

U完一■■

恥

英街科 7６ 1９ 1０ 526 2３ 2２ 957 3４ 2３ 1１ ４７．８ ２３ 1１ 47.８ 

音楽科 5９ 1６ 1３ 813 2４ １９ 792 1９ 1４ ７ 50.0 1４ ７ 500 

小計 1３５ 3５ 2３ 657 4７ 4１ 872 5３ 3７ 1８ “_６ ３７ 1８ 486 

国園文化学科 108 5９ 4９ 83.1 1８ 1６ 8ａ９ 3１ 6９ 6３ 9１３ ６９ 6３ 913 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 9４ 7２ ６７ 93.1 ４ ２ 5００ 1８ ﾌフ 7４ 96.1 7７ 7４ 96.1 

小叶 202 1３１ 1１６ 88.5 2２ 1８ 81.8 4９ 1４６ 137 93.8 146 1３７ 938 

肝 337 166 139 83.7 6９ 5９ 85.5 1０２ 1８３ 155 84.7 1８３ 1５５ 84.7 

典衛専攻科 1７ 1１ ６ 545 0 0 ６ 10 ９ 900 1０ ９ ９００ 

音楽専攻科 １７ ３ ３ 1000 1000 1３ フ ５ ７１．４ ７ ５ ７１４ 

肘 3４ 1４ ９ 643 1000 1９ 1７ 1４ 8２４ １７ 1４ ８２４ 

台叶 ３７１ 180 148 822 7０ 6０ 85.7 1２１ 200 169 餌.５ 200 1６９ ８４５ 

Ｔｙｍ■「白P■画一．沮呂２１｣岳。

大学呼名
坐

切に年府

WU4 

前年度

ロ

訂EGFIr

民9斗

前年度

匹』出ヨエ

訂E４ＦｎＴ

に字ﾘｮ

、T江府

ケニニユ『『二コ

士4Ｆ宙

~シコーテ７勺

前年庇
ＦﾃﾞﾘﾛW】
士年府

、砠糾

前垂胚

甘栄

士仔匿

孑弓氏了可

前逗庇 ゴヒ毎Ｆ

↑ 

、4Ｆ房

佐賀大学文化散FU宇部 ］ ８ 

愛媛大学遥文学HB(夜間主） 。

北九州市立大字文字田

１ 
￣ ￣ ２ 

HR本大字文学部 。
山ロ大学人文学部 ］ ］ 
大阪女子大学人文社会宇部

大阪市立大字文字邸 0 

廃ｌｎｑ大字法文学蹄 0 

筑波大学団色師伯13専門学群 0 

東京遺影大学造形qE部 0 

餐堕野英術大字造形孚郎 0 

大斫尊歯大手芸衡孚n＄ 0 

名古囮遭嚢大字音康郎 ０ 

宜包外困Iﾛ大字英米lB学科 0 

畏喝外国IH大手其【ﾛ学科 ］ 0 

巨挺■す巫飼大手日■Ｔｍ(１江次） 。 ０ 

前年度のみ合H1君JO《いる大字 】 ８ ７ ３ 。 2４ 

大分WL立HWi文化RMN大平専攻１１ 2０ 】 1７ 2０ 3９ 

他の短期大学 】 ］ ２ 

専門学校 。 ３ ３ 】 ８ 

ｌｆ 2３ ２ 1９ 3０ ２１ 2５ ２ ９ 0 ３ ６ ■Ｎ、『■－■’９６ 



表７－１ 研究業績

:i箪醤灌霞篭

iii竺瀞艤蕊蕊祷．
繧震i篝蕊

澤窪震驫二妻iil

璽繧i澤篝

(34） 



表８－１教員の社会的活動状況（平成１３年度～現在にいたる外部委員･講演・コンクール審査員等）

＜美術科＞

＜音楽科＞

(35） 

職・氏名 年月日または期間 内容（識演の演題、主催等；外部の委員、審査員等）

教授谷口1lb之

在在在在在在現現現現現現へへ一一一一年年年年年年９８７０２３ ４５６６ 和成和和成和昭平昭昭平昭
国展審査(東京都美術館）掴面会会員
西部国画会：運営委員・審盗員.]１１F務局長
大分県ニューライフアカデミア高年大学専任講師
人分県ニューライフアカデミア婦人大学専任識師
大分県ニユーライフアカデミアマスターズコース専任講師
別府市教行委員会関係講座版画識ｌｚＨ（別府サザンクロス）

助教授河上央 平成１３年１０月２５日

平成１４年１０月３０日

平成１５年７月
平成１５年1０月

第２６回「ごはん；お米とわたし」図画コンクール審査員
大分県農業協同組合中央会

第２７回「ごはん；お米とわたし」図画コンクール審査員

第５３回
第２８回

大分県農業協同組合中央会
延岡市美術展「日本画・水墨画」部門審査（延岡市）
｢ごはん：お米とわたし」図画コンクール審査員

大分県農業協同組合中央会

助教授原田裕明

年年４６ １ｌ 成成平平
へ

一年年年年０５５５ ６１１１ 和成成成昭平平平
(大分市教育委員会）

(社団法人日展）
審査員（白日会）
会）貝ｌ審彫委員展日行査日く実審白目展展念委術日記営美回回述市５０展分３８彫大第節日

教授中)Ⅱ忠雄 平成１５年11月

平成１６年１月
平成１６年５月

４０回献血運動推進全国大会イメージキャラクター」の審査

の審査委員第廃ｐｒ県ゼ県長分み分貝大ご大委ｒｒ 県廃棄物リサイクル製品認定制度シンボルマーク」
ゼロおおいた作戦シンボルマーク」の醜前審査委員

教授根之木英二

在在在在月現現現現月９一一一一６年年年年年年３３３３４４ １１１１１１ 成成成成成成平平平平乎乎
センター研修会獅師「美術教育におけるコンピュータの活用」
イン振興協議会（現、大分県デザイン協会）運営委員
術文化祭ポスター審査委員（大分県文化振興課）
啓発ポスター審査委員（大分県人権同和対策課）
グラフコンクール審査委貝（大分県統計協会）
センター研修会騨師「コンピュータを効果的に取り入れた授
あり方」

分貝大貝宵ザ芸梅計育の敬デ民人統教導県県県県県県指分分分分分分の大大太太大人業
助教授久保木興人 ７年５月

平成１５年５月
現在

５年
６年１１ ｛在成成一月現平平６ヘーへ年年年年２３３３ １１１１ 成成成成成平平平平平

大分県美術協会螂秘局次長（平成１５年６月～事務局委員）

大分県芸術文化振興会護事務局次長
大分県デザイン協会（旧・デザイン振興協鍍会）
大分市陶芸祭審査委員
豊の国ねんりんピックシルバー作品展審査員

迎営委員

職・氏名 年月日または期間 内容（粥掴の演題、拒催鞠；外部の委員、群査員等）
教授宮本惨 平成１１月１０月～現在

平成９年４月～現在
昭和６２年１０月～現在
昭和６０年８月～現在

平成２年９月～現在
平成１４年４月～現在

大分県ニューライフアカデミア高年大学校鋤師・謝演の演題「歌唱とこ
ころ」（月１回の鋼碗）

大分「第九を歌う会」合唱指抑（月１回の合唱指導）
太付Ｆ１？無倉唱団篦廷指揮者~(練習i*週Ｅ2面)~混函部の社会人合唱団
ＮＩＩＫ全国学校音楽コンクール（大分地方コンクール）審査員

大分県音楽コンクール（声楽部門）瀞査員（主催：
大分堤宣唱連盟埋璽長(大分県谷唱運璽圭雌）
大分県芸術文化振興会議理耶（主催：大分県）
お母さんコーラスフェスティバル実行委員会委員長

(主脳：ＮＨＫ）
大分県音楽協会）

(主脳；大分合同新聞社）

教授大島栄子

日日日日日日日日日日日日９００１０９９２８５６４ １２１２２１１２２１ 月月月月月月月月月月０１００１００１０３ １ｌｌｌｌｌｌｌｌ 
年

年年
年

３ 

４５ 
５ 

１ 

１１ 
１ 

成

成成
成

平

平平
平

｢1打日本苛楽コンクール」ｊ訂楽予選辮査員（南日本新聞社主倣）

｢南日本i；r楽コンクール」窟楽本選審査員（
｢滝廉太郎全日本学生コンクール」本選審
｢南日本音楽コンクール」'3『楽予週審査員（
｢南日本音楽コンクール」）射楽本遡審査員（
｢滝廉太郎全日本学生コンクール」本選審
｢南日本音楽コンクール」ノ由｢楽予選審査員（
｢南日本音楽コンクール」声楽本選審査員（
｢滝廉太郎全日本学生コンクール」予選． 中査中中査中中本 ・竹．．高・・査両く間高く高高春・貝・・貝・・遇

高
（ 
高
高

（ 
高
高
春 ｊｊｊｊｊｊｆ－ 般催般般般般校一主二Ｊ’一高学市学学生学学ｌ大田大大枚大大員

｢東京声楽コンクール」本選審査員国際芸術連盟＊催

股）
一般）
(高校生）

助教授河野敦朗 平成１３年～現在
平成１４年７月２７，２８１］

大分県音楽コンクール作Hll部門審査員
鮒４７回柵岡県吹奏楽コンクール群査貝



＜国際文化学科＞

(36） 

職・氏名 年月日または期間 内容（講演の演題、主催等：外部の委員、審査員等）

助教授小)Ⅱ伊作

年８ ｛ 年６ １ 年年年年年年成年毎毎毎毎毎毎平毎
大分県生涯教育センター「婦人大学校」講師
コンパルホール運営委員
コンパルホール「名曲サロン」獅師
上野の森アートフェスティバルスタッフ
ＢＵＮＧＯ－大分エスパニャ協会邪務局
｢別府古楽祭」主催
大分豊後ルネッサンス音楽祭実行委員
ビウエラ繊習会講師

助教授遠藤信一

日日在８３現２１｛ 月月月月０００６ １１１ 年年年年３４４６ １１１１ 成成成成平平平平
総務大臣杯第４回日本太鼓ジュニアコンクール大分県予選春正員
総務大臣杯第５回｢1本太鼓ジュニアコンクール大分県予選審査員
音楽理論研究会発起人及び幹事
公開講座「素敵に知的にピアノを奏でよう」全３回
公開識座「開けてピックリアイネ・クライネ」企４回

教授岩松啓子

１ 

日

－Ｊ 

６ 

３２ 

日

日日２日日４日０日｝Ⅲ皿０５日３８、ＢｌＨ日２９ｌ３ｌ２７ｌｌ３９３ｌ５ｌ２１ 月月月月月Ⅱ凡凡ⅡⅡⅡ月月Ⅱ５６８００５５６８９００８０ １１１ 年年年年年年年年年３３３４４４４４５ １１１１１１１１１ 成成成成成成成成成平乎平平平平平平平
第２０[iil飯塚新人隊楽コンクールＹｂ遇審査貝
第２０回飯塚新人宵楽コンクール本選審査員
第７回フェスティバル平和記念鳥栖ピアノコンクール予選審登ｆｉ
第７回フェスティバル平和記念鳥栖ピアノコンクール本選審在員
芸短ＯＢ演奏会（第３回、第４回）
大分県民芸術文化祭参加行事総監杵

総監督

第２１回飯塚新人宵楽コンクール予選審査員
第２１回飯塚新人曾楽コンクール本選審査員
第８何フヅペル平和紀念鳥栖ピアノコンクール予選、本選審査貝

第８回フッペル平和blu念鳥栖ピアノコンクールＦ選、本選辮在貝
園田商弘ジュニアピアノコンクール本選審貸t」
第９回フプペル平和`iu念鳥栖ピアノコンクールｒ遇、本選審在貝

第９回フソペル平和;d念鳥栖ピアノコンクールY饒選、本選審査員

助教授釈迦郡誠 年

４征征任在Ⅱ在Ⅱｌ現現現現８現６一一一一一
一年年年年年年年年３３３３５３３６ １１１１１１１ｌ 成成成成成成成成平平平平平平平平 ５年～現在

１３年８)111日
１３年～現在

６年６）１

園大宮グ
田i倍li弘賞ジュニアピアノコン

崎
分県瀞楽コンクール瀞査貝
埼ピアノコンクール辮査員
レンウツエンピアノコンク

くく

大牟田ジュニアピアノコンクー

宮崎県商淳学校独奏、独唱コン ｌ会合ウ）口貝協協ン市貝査楽楽し田査蠕綣緒魍の魍秤癖一分崎群杯く一ク大宮ルルク
没代

(大分県主催）
l;催）
I;催）

ツエンピアノ研究会-膜催）

大牟田市教育委１１会主催）
(7;『崎県高等学校文化連盟）

白と黙「ピアノ研究グループ」代没県内のピアノ指導者、卯１１‘1大学ｆｋ
等で組織
ＧＥＮ篭内管弦楽団を招く会事筋局長１６年９月の同楽団大分公演の
企画、迦営

助教授イi山聡 』1上成１３年７１１

平成１４年８)１１日
平成１５年８)１２６日
平成１５年１月１８日

ドイツ[ヨハンプルクｉＩ７立コンセルヴァトリウム、インターナショナル.
サマーアカデミーにて作曲家モーリス・ラヴェルのピアノ作品について
の講演
日本クランソク音楽コンクール関火地区茨城予選ピアノ部門群征此
日本クラシック音楽コンクール関東地区東京予選ピアノ部門評iiE貝
音楽教f『者連合会グレード特別杯nil」

助教授川瀬麻由美 平成１５年８)１１９日
平成１６年～現在

大阪国際音楽コンクール審査員
ゼーレ（芸短ＯＢオーケストラ）怖弦楽団顧問

職・氏名 年月日または期間 内容（講演の減題、主催禅；外部の委貝、審査員等）

教授吉良國光 年５ １ 

成征在平現現へ一一年年年年４７４５ １１ 成成成成平平平平 ｊ 員委導一指ザ資イ調（財ド化ァ文ｊ係会関員貝貝ム委委委ダ討定査山検鑑調ケリ科料五く史史ｒづ館館会町科料員ｒ史史委町哲哲育津先先教野県県県県分分岡分大大福大
教授一上野正二 平成１４年２月１日～現在

平成１６年５月～現在
大分地方社会保健医巌協護会委員
聖マリア学院短期大学評護員

教授入野賀和子 平成１５年２月７日 講演「ジェイン、オースティンの小脱世界：紳一上と淑女の物語」
西部女性セミナー（大分市大分西部公民館）

助教授大橘絵理 平成１５年５月２０日
平成１６年５月１８日

６月１５日

パリ修学旅行事前研修会の講師（附属緑丘高校）
パリ修学旅行事iii研修会の講師（附ＩＲＩ緑丘高校）

助教授qii谷遥洋 平成１４年～平成１５年 ＮＨＫ視聴者会議委員（大分放送局）

欝師伊藤泰信 平成１５年４月１日～現在 国立民族学博物館共同研究貝



＜情報コミュニケーション学科＞

(37） 

職・氏名 年月日または期間 内容（識演の演題、主催等；外部の委員、審査員等）

教授東田和美

月月年１ｌ年年４１１３６ １｛ヘーー成月月月成成平８９４平平
一

一へ年年年年年年２５５５２４ １１１１１１ 成成成成成成平平平平平平
教科「情報」現職教員等騨習会講師
大分市視聴覚センター施設運営検討委員会委員長
大分県職員ポータルンスラム開発業務委託技術審査委員会委員
大分市地域情報化懇話会副会長
(財）ハイパーネットワーク社会研究所特別共同研究貝
(財）ハイパーネットワーク社会研究所研究企画部長

教授吉良伸一 平成７年９月～現在
平成１３年９月～現在

大分県生涯教育センターマスターズコース「人間関係」専任騨師
日本社会分析学会編染委員

助教授吉山尚裕

在在在現現現へ一一日日日１１８ １１ 

月月月在在在在０５２現現現現１’一一一｛年年年年年年年１４５１１２２ １１１１１１ｌ 成成成成成成成平平平平平平平 ２年～現在

大分県社会福祉協議会福祉権利擁護事業・大分県運営適正化委員会委員
大分県明るい選挙推進協護会委員
大分県立病院倫理委員会委員
大分県社会福祉介護研修ｾﾝﾀｰ「社会福祉従viF者中堅職員研修会」講師
大分県生涯教育センター・マスターズコース「人間関係」識師
大分りiLIUlるい選挙推進協議会・大分県選挙符理委員会
「大分県明るい選挙推進の集い」諭師

国上交j､省九州地方地方整備局「監督者研修」講師

助教授坂口桂子 年度
在
９月

５現ｌ現５現’一｛成一ｌ一成月月月平月月成月平１３７｛６２平４
一－

’一年年年年年年年３１３３４３４ １１１１１１ｌ 成成成成成成成平平平平平平平 成１４年５月
～現在

５年１１月
現在

大分県婦人大学校講師
鍍会委員
会委員（法律改正に伴う審議会廃止）
話会委員夕審議懇ン発審画七開定参育力安同教能業共涯業職女生職方男県県地県分岡岡分大福福大

大分県男女共同参画審識会委員
大分県同和対策審議会委員

大分労働局履用均等行政協助員

助教授藤Ｈ１文 平成１１年～現在

平成１１年～現在
平成１４年６月１４１１

平成１５年７月２日

平成１５年７月１４日

大分りiuk涯教育センター
「乳幼児すこやかテレフォンサービス」通話相談特別相談貝

大分りi(生涯教育センター・マスターズコース「人間関係」舗師
国見町ｶﾋﾞ公民大学高齢者教室国見生涯学習センターにおける識演
「コミュニケーションと心のはたらき」（｢みんなんかん」ホール）

大分県立幼稚園ＰＴＡ指導者研修会における講演
「子どもの心に寄りそって」
王子地区ＰＴＡ指導者研修会における鋼演
「リーダーとして一子の心・親の心」（西部公民館）

助教授水上英徳 平成１４年９月１０日

平成１４年９月２６ｐ

平成１５年３月２５［１
平成１６年５月～現ｲ{：

「ドイツにおける農泊の現状」
修会にて撫演

大分県グリーンツーリズム研究会農泊研

「今後の地域振興に対するグリーンツーリズムの役割について」
山flfグリーンツーリズム研究会設立総会にて講演
「(|】llIm1地域の活性化策について」野tlt原町商工会地域活性化識演会
Ｎ１，０〃i人大分県グ'ノーンツーリズム研究会顧問

助教授別府三奈子 平成１６年５月 第７回ゆふいん文化・紀録映画祭にボランティア（研修）で参加

助教授吉岡孝 平成１６年６月２０日 ロポメソク２００４優秀識iiiノミネーション評価委員

助教授高価義人 平成１１年～平成１４年 九州管区行政懇談会委員

講師柴田雄企 平成１４年～現在
平成１４年～現在
平成１５年４月

～平成１６年３月
平成１６年３月２１日

大分県スクールカウンセラー

大分県生涯教育センター・マスターズコース「人間関係」
九州大学大学院人間環境学府附属発達蟷床心理センター
発述相談部門研究員
平成１５年度大分県介護福祉士会第５回研修会
「高齢行や障害者との上手な関わり方」

醜師



＜一般教育＞

(38） 

職・氏名 年月日または期間 内容（講演の演題、主催等：外部の委員、審査員等）

教授貞包博幸
１４年３月成

～現在

成１５年３月
～現在
現在月平月月平月月月８へ２４｝４２２

１ 

年年年年年年２９３４５６ ６１１１１ 和成成成成成昭平平平平平
大分県立芸術会館作品収築委員会委員

アート・プラザ運営委員会委員
竹田市立歴史資料館整備検討委員会委員

大分県立芸術会館美術資料収染委員会委員
大分市美術館協議会委員
『南画の里づくりと田能村竹田美術館シンポジウム・コーディネーター』
（竹田市総合社会福祉センター）

教授染矢正一 平成１４年１１月 異文化理解のための講義
(文科省の豊かな体験推進事業指定校である大分高校にて）

教授佐藤淳介 平成１３年８月５日～７日
平成５年～現在

大分県教育職員免許法認定識習講師
大分県社会福祉介護研修センター講師

助教授洲雅明 在

現ぴ一及日在日日在１現３１現｛２１一月月月月月４１０２１ １１１ 年年年年３０６８ １１１ 成成成成平平平平
大分県水泳連盟理事（水球委員長）
（財）日本水泳連盟水球委員会技術部及び外国部委員
（財）日本水泳連盟主催平成１６年度水泳Ｃ級コーチ研修会講師

日本赤十字社救急法・水上安全法・雪上安全法指導員

助教授高瀬圭子
月２ １ 

年在在在在日５現現現現１１一一一一２月成月月月月月４平４７４６２
｛ 

１ 年年年年年年３３５６６６ １１１１１１ 成成成成成成平平平平平平
駅南まちづくり会議委員

別大国道景観整備検討委員会委員
大分駅駅部景観検討委員会委員
おおいた都心まちづくり会議委員
戸次本町修景整備専門委員会委員
「まちづくりフォーラム2004」パネリスト

鋼師加藤千恵子 平成１４年３月
～平成１５年４月

山下医院（心療内科）カウンセラー



表８－２教員の国際的活動状況（平成１３年度～現在にいたる海外研修、国際会議出席等）

＜美術科＞

＜音楽科＞

＜国際文化学科＞

＜情報コミュニケーション学科＞

(39） 

職・氏名 年月日または期間 内容（国際会鍍名と発表演題、開催地：海外研修先と目的）

助教授原田裕明

日日２６ 月月日８日８６｛８一２２ 月月７７ 年年３４ １ｌ 成成平平
中国仏教美術研修

チベット仏教美術研修

教授根之木英二 平成１３年５月 第２０回日韓デザイン交流展出品
於：ソウル市立美術館（社団法人大韓産業美術家協会主催）

助教授久保木眞人 平成１４年３月 ＮＣＥＣＡ２００２（カンサスシティ）日本における陶芸教育と作品
(スライド発表）

職・氏名 年月日または期間 内容（国際会護名と発表演題、開lMi地；海外研修先と目的）

助教授河野敦朗 平成１４年８月１５日
～２６日

海外研修（オーストリア・ザルツプルグ・ウィーン）
ザルツプルグ音楽祭研修及びソルフェージュ調査研究

教授若松啓子 平成１３年３月２８日
～４月１０日

ドイツ・東西ドイツ統一後の音楽大学の現状

助教授釈迦郡誠 平成１５年３月２５日
～４月５日

研修先：ハンガリー

ハンガリーの音楽環境を視察（ブタペスト音楽祭出席）

職・氏名 年月日または期間 内容（国際会譲名と発表演題、開催地；海外研修先と目的）

助教授大橘絵理 平成１５年１２月２０日
～３０日

平成１６年８月７日
～１６日

フランスルーアン・ナン卜大学図書館などで資料収集

香港「国際比較文学会」発表(DcuxSaIomcs､chezFIaubenctchezWiIde）

助教授郵紅 平成１４年８月

平成１５年８月～９月
平成１６年３月
平成１６年３/１

中国北京外国主要大学「２００１年東亜漢学国祭学識」に出席、「壬充の
頌漢論」で発表

シンガポール、中国広州、武漢、台湾で1ヶ月程度の研修
シンガポール、中国広州、武漢、台湾で】ケノl栂度の研修
中国湖水、iLI:Iﾉ'1行で開他された第１[ﾛ1陸象山国際学会に出席、
董仲8f」で発表

｢陸象山と

助教授蒋谷憲洋 平成１３年４月～５月 国際ロータリー財団交換研修プログラムのメンバーとして、ポルトガル
において研修

鯛師伊藤泰信 平成１４年１１月２３日 学会発表》DnMaoriSludicsasadiscipIincaｎｄｉｌｓｄｉ眠睡ntiation(，
AnnuaICon化にncc2002，AssociationofSociaIAuIh『opoIogistsoTAoにa『Dal
NcwZcaIandMasscyUnive応iIy･Auckland．

職・氏名 年月［1または期間 内容（IJi際会鍍名と発表演題、開催地；海外研修先と目的）

教授東田和美 平成１４年３月10日
～２１日

指定研究・国外研究
「東南アジアにおける情報教育ネ ツトワーク環境の調査」

助教授水上英徳 平成１２年７月２８日
～１３年９月３０日

ドイツ、フランクフルト大学にて海外研修
（現代ドイツの社会理論、社会思想の理論研究と現代ドイツの地域作り
の研究）

助教授別府三奈子 平成１５年１２月中旬～下旬 （学外指定研究第２号）東欧・歴史博物館等の資料櫛成データー化のた
めのフィールド調査

助教授高橋義人 平成１４年1０月
～平成１５年７月

在外研修Ｔｈ巴Univc｢sity
CcnにrIb「EasIAsianStudics

oTChicago、りぜpanmenlu「ＰＣⅡticaIScに､CIB．



＜一般教育＞
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職・氏名 年月日または期間 内容（国際会議名と発表演題、開催地；海外研修先と目的）

教授貞包博幸 平成１５年７月２１日
～８月１４日

ドイツ及びウィーンに近代芸術運動の現地視察調査及び関係資料収集

教授染矢正一 平成１４年８月 資料収集にバリ島訪問（視聴覚教材作成のため）

教授佐藤淳介 平成１４年２月
平成１４年７月～８月

フランスにおいて教育史関係資料調査
イギリス・フランス・スイスにおいて教育史関係資料調査

助教授洲雅明

日日３９ 月２日０日月７１０７ ２｝’一月月９７ 年年４５ １ｌ 成成平平
釜山アジア大会日本水球チームサポートスタッフ

バルセロナ世界選手権日本水球チームサポートスタッフ

助教授高瀬圭子 平成１４年８月 ドイツ（ドレスデン）において語学研修及び神聖ローマ帝国史関係資料
収集

講師加藤千恵子 平成１３年３月 姉ThcFouricrWavclどtTransIb｢mMcthodfbrlheExImctionofFaciaI

Exp1℃ssion”Procecdingsofthc3rdPacifTcSymposiumonFlowVisuaIization 
andlmagcPToccssingOutriggerWaiIcarcsoTtIlotcl（米国）にて発表



資料12-1

大分県立芸術系大学構想に関する報告書
一“芸術文化の時代'’２１世紀にふさわしい芸大をめざして－

Ｌ基本理念

芸術文化を通じて、自然と社会、人間が調和した新たな時代の創造に寄与する、地球的な視

野と芸術的な素養、感性をもった多彩な人材を育成するとともに、芸術文化の発信拠点となる

大学を目指す６

２.大学の基本的方向

生活にゆとりや本当の豊かさが求められる時代となり、今日ほど国民の芸術文化への関心が

高まっている時はない。しかし、その一方でわが国の芸術高等教育は、従来からの芸術三Ｅ卜本

義的な価値観が大勢を占めており、現代の社会的ニーズに必ずしも十分に対応しきれていない

のが現状であろう。そこで、既存の芸術に加え、現代社会の動向に深く関わっているポピュラ

ー・アートや新しいメディアの出現により生み出された新しい芸術などを包括する概念を「芸

術文化」として定義づけることとし、これからの芸術高等教育はこの芸術文化を対象として、

より実社会や日常生活、市民感覚さらには産業とも結びついたものへその本来の姿へと立ち

戻る必要があると考える。このため、新しい芸術系大学は、短期大学35年の伝統は受け継ぎつ

つも、在来の芸術大学が成しえていない次のような特色をもつ大学を目指すものとする。
（１）感性教育、基礎教育を重視した大学

芸術は感性をベースにしたものであるが、教育がややもすると技術や知識偏重に陥りがちで

あることを踏まえ、自然や人や過去の生き方、伝統的な文化の美しさなどを学び愛することに

より、豊かな人間性を基調とした美しい感性を醸成する教育を目指すこととする。また、芸術

は生涯を通じて完成を追い求めていくものであり、ある意味で永遠に完成のない世界ともいえ

る。このため、新しい芸術系大学では、芸術を生涯に及んで学んでいくための基本となる教育

を重視することとする。

（２）現代芸術の動向に応じた芸術教育を推進する大学

現代における芸術動向は、伝統的な各領域の枠組みを超えて複合化、総合化し、さらには先

端的なメディアを加えながら、急速に多様化しつつあり、また芸術そのものの意味も拡大して

きている。このため、こうした現代の芸術潮流に積極的に対応した芸術教育を推進するものと

する。

（３）芸術分野のみならず、芸術関連分野で活躍する人材も育成する大学

芸術の市民層への広がり、芸術そのものの領域の拡大、融合といったものに対応して、芸術

分野のみならず、芸術関連分野で活躍する人材も育成する大学を目指すこととする。特に社会

的＝－ズの高い芸術文化と社会を結ぶアートマネジメントやアートプロデュースできる人材、

拡大するコンピュータグラフィックス分野や音楽ビジネス分野で活躍する人材などの新しい人

材を育成する。

(41） 



（４）地域に開かれ地域に貢献する大学

今日、大学は社会と無縁でありえず、特に公立大学は地域社会との密接な関係が求められて

いる。こうした社会的要請に応えるため、開かれた大学として地域と連携し地域に貢献してい

く大学を目指すこととする。そのため、例えば県内の他大学、試験研究機関との共同研究をは

じめ文化施設や企業等と連携した教育研究活動を積極的に行うものとする。また、情報化に対

応したコンピュータグラフィックス教育の充実を図ることにより地域の産業振興にも寄与す

る。さらに、大学施設を広く県民に開放するほか地域社会への様々な提案や社会人への生涯学

習の支援、巡回展、巡回演奏会、過疎地域への工房設置などにより地域に貢献していくものと

する｡

（５）国際化に対応した大学

これからの国際化社会において国際的芸術文化交流を十分に担いうる幅広い人材の育成を目

指すこととする。このため、外国人教員や留学生の受入れ、留学制度や教員の海外派遣等によ

る海外の芸術系大学との教育研究における交流を積極的に推進する。また、九州アジア共生の

観点からアジアにおける芸術文化の教育研究を重視するとともに、例えばアジア彫刻展受賞者

など、アジアの芸術家との交流拡大を図るものとする。

３学部学科等

（１）学部構成等

.｢芸術学部」及び「短期大学部」

の設置を検討する。

・大学の理念を達成するため、巳

とする。

(学部・学科等の構成）

大学院

芸術学部（140人）

美術学科（25人）

平面造形コース

立体造形コース

芸術表現学科（70人）

情報デザインコース

アートマネージメントコース

音楽表現コース

音楽学科（45人）

声楽コース

器楽コース

短期大学部（200人）

国際文化学科（100人）

コミュニケーション学科（100人）

を設置する。また、学部の充実に合わせて「大朝院」

｢芸術学部」 と「短期大学部」の連携交流を密にするもの

(42） 



注）学科・コースの名称は仮称である。

学科‘コースの構成、人学定員等については変更がありうる。

(2)学部等の内容

①芸術学部

新しい芸術潮流に対応して新設する芸術表現学科及び短期大学35年の伝統を受け継ぐ美術

学科と音楽学科を設置する。

各学科・コースが連携しあうことにより、学生の関心に応じて多様な教育を可能とすると

ともに、教員の相互補完を図る゜また、それぞれの特色を持った各コースが交流融合し、触

発し合うことにより、大学全体としての活力を生み出すことを期待する。

〔美術学科〕

美術学科では、実技教育を中心に行い、併せて芸術文化の歴史、理論の総合的な教育研究を

行う。

現代の芸術環境は、従来の枠組みでは捉えきれないほど領域が交錯し、かつ拡大している

この現状を踏まえ、本学科では造形表現の基本は制作者と素材との対話から生み出されるもの

であるとの認識のもとに、基礎教育期間においては、油画、日本画、版画､彫刻、工芸（金工

・陶芸・染織等）及びコンピュータアートなどの多様な表現媒体、素材の基ﾌﾟﾘ珀勺な特性を幅広

く体験することにより制作の基本姿勢と感性を身に付けさせる。

また、専門教育期間においては、平面造形コース、立体造形コースに分かれて、より専門的

な技法や材料を学ぶとともに作品制作を中心とした研究を行うことにより、多岐にわたる現代

美術の諸相に着実、柔軟に対応し得る創造性、人間性豊かな人材を育成する。なお、教員免許

も取得できるものとする。

・平面造形コース

本コースは、油画、日本画を基本として版画など２次元表現全般の教育研究を行う。

フレスコ、モザイク、テンペラ、水墨などの東西の伝統的な技法Fや材料を学ぶとともに歴史

的考察を裏付けとして、平面造形表現の構造、現代における造形表現に対する意識を養う。

・立体造形コース

本コースは、塑像、整彫を基本としてインスタレーションなど３次元表現全般の教育研究を

行う。

粘土、木材、石材、樹脂、金属、布、紙などの素材の特性、技法等について、より専門的に

学ぶととに歴史的考察を通じて、立体造形表現の構造現代における造形表現に対する意識を

養う。

〔芸術表現学科〕

わが国のようにいま成熟期に向かいつつある経済社会では、これまで一般に“芸術,と呼ば

れてきた人間活動の比重が、生産・消費両面において格段に高まりつつある。そして、その内

容も、各種芸術表現形式の創造と融合をくり返しながら充実をつづけ、かつ複雑化していく。
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こうした時代的趨勢を見据え、本学科では、教育の領域を、主として近代西洋の“正統派”

美術および音楽の成果に立脚してきたわが国の伝統的芸術教育の枠外に放げ、芸術的資質と関

心をもちながら従来の芸術系学部の学生が一般に目指さなかった芸術関連分野で活動する人材

を計画的､組織的に育成する。

・情報デザインコース

情報デザインとは、高度情報社会における多様な情報をデザインという創造的発想により、

人間生活にとって価値あるものにする活動である。近年情報通信技術の急速な発達に伴い、印

刷などのグラフィックデザインや写真などの映像デザイン分野ではデジタル化が進み、両者が

融合化するなかで、デジタルデザイン教育の重要性は一段と高まりを見せている。

本コースは、こうした社会的趨勢を凝視しつつ、新しい時代が求めている構想力豊かな、か

つ広い視野をもつデザイナーの育成を目指す｡そのためには、デザイナーとしての資質がテク

ノロシハーの進歩に圧倒されることにならないよう、実際に手や体を動かしたり、自然を観察し

て表現するといった基本的なものづくりを通して､形や色に対する感性や創造性を磨くことを、

とくに教育上重視する。

・アートマネージメントコース

生活の文化化が進む中にあって、多様化した芸術文化と社会を結びつけコーディネイトでき

る人材が求められている。

そのため、本コースでは、芸術文化活動の企画・運営を行うアートマネジメントの体系的教

育を行い幅広い芸術的素養と専門性を身につけた芸術関連分野における多彩な人材を育成す

る。

芸術科目、アートマネジメント（芸術企画運営)科目及び英語を中心とした外国語を柱とし、

美術、音楽に舞台芸術を加えて芸術を総体として考察する。

入試には基本的に実技試験を課さず、芸術文化への深い情熱と理解を持つ人を受け入れるも

のとする。

・音楽表現コース

パソコンやファミコンのゲームソフトに典型的にみられるように、音楽はもは.矧決像と切り

離しがたく結び付いて、ひとつの新しい芸術表現形式を生みだしている。その音楽もいわゆる

‘`クラッシック”とか“ポピュラー”といった分類が意味をなさないほどに複雑多様化して

きている。

本コースは、音楽的才能に恵まれ、音楽に強い関心を抱きながらも、その趣好と人生計画の

点で在来の伝統的な音楽教育になじまぬ若者を対象として設置され、ジャズ、ロック、フォー

クソング等のクラッシック以外の音楽分野で活躍するアーティストを育成することを目的とす

る。

教育研究にあたっては、特に①決像その他のメディアとの連携、②コンピュータ及びコンピ

ュータネットワークを中心とする新しいテクノロジーと音楽との連携を重視する。

〔音楽学科〕

本学科は、 県立芸術文化短期大学の伝統を受け継ぎ、 主として伝統的な西洋音楽に重点を置

(狸）



き教育を行うが、現代の音楽創造の多様化に対応し、新しい音楽分野も視野に入れる。

各コースとも基礎教育と実技教育を充実し、特にアンサンブル教育の拡充を図る゜また、子

供の音楽教室等により、必要性が叫ばれている幼児、小学生などを対象とした音楽指導法の教

育にも力を入れる。なお、教員免許も取得できるものとする。

卒業後は、音楽指導をはじめ、演奏活動、企業等への就職など、習得した音楽芸術の能力を

社会の多方面の分野で発揮する人材の輩出が期待される。

・声楽コース

本コースは、声楽についての基本的実技と理論の教育を行うとともに幅広い教養科目を学ぶ

ことにより、音楽芸術の習得と豊かな人間性を養う。

また、学生個人の個性に適した指導により、優れた音楽人としての基礎的技能を滴義する。

・器楽コース

本コースは、ピアノ及び管弦楽の2分野に分かれ、音楽に関する幅広い知識と演奏技術を学

ぶとともに各専攻分野の演奏技術を高め、優れた音楽人としての資質を身につける。

ピアノ分野では、独奏だけでなく連弾重奏、室内楽等を学ぶことにより幅広い演奏形式を経

験させる。

管弦楽では、オーケストラを核にした種々の室内楽等の実習教育を行い、アンサンブルの能

力養成を図る。

②短期大学部

本学に短期大学部を併設する。短期大学部は、県立芸術文化短期大学の国際文化学科、コミ

ュニケーション学科が移行し、２学科で構成する。

③大朝院

時代の要請に応え、より専門的な知識、技能を有する人材の育成や芸術分野のより高度の学

術研究を行うため、学部の充実に合わせて大学院（修士課程）の設置を検討する。

4.教育･研究の特色

（１）３学科の連携、融合を考慮した教育･研究の推進

「美術学科」「芸術表現学科」「音楽学科」の3学科で構成されていることの特性を生かし、

各学科・コースが連携、融合することによりコンテンツ制作などの共同研究等多様な教育研

究活動を推進する。

教育にあたっては、幅広い芸術的素養を持った人材を育成するため、専門性と総合性が融

合したカリキュラムの編成に留意する。また、学科の枠を越えた教員の相互乗り入れや共通

授業など学科間の連携を密にする。

（２）学生の関心に応じた多様で柔軟な教育の推進

多彩な人材を育成するため学生の関心に応じた多様で柔軟な教育を行う。このため、教育

科目も必須科目を最小限に絞り、選択科目を多様化し、学科・コースを超えて履修できるこ

ととする。

また、学生の適性や能力、関心を極力尊重する観点から入学後においても学科・コースの

変更を可能にするものとする。
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このため、学科を越えて横断的に基礎科目、選択科目を設けるなど、学科・コース間の変

更を可能とする教育科目の編成に配慮する。

(3)地域の特性を生かした教育･研究の推進

臼杵や国東地方の仏教芸術、西欧古典音楽、木竹工芸など本県の歴史的、地域的特性を生

かした教育研究を行うとともに西日本における芸術文化の拠点として各種文化施設等と連携

した教育研究活動を推進する。

(4)チユートリアル（tutorial）活動の推進

共通の関心や興味を持つ教員と学生が、学科・コースに関係なく授業を離れた自由な立場

で集まり、ひとつのテーマを研究することにより、自封生や幅広い視点を身につけさせる。

5.教員及び教員組織

（１）教員の確保

教員の確保にあたっては、教育研究実績はもとより、教育に対する情熱と人間性を重視す

る。

また、大学、研究機関だけでなく、最前線で活躍している企業等の研究者、芸術家など優

秀な人材も対象とするとともに外国人の任用にも努める。

さらに、さまざまな分野の第一線で活躍する芸術家、研究者等を積極的に客員教授として

招へいするものとする。

（２）教員組織

３学科の連携を図り、特色ある教育研究を展開するため、学科を越えた教育及び研究が可

能となるよう、弾力的な教育研究組織とする。

6.附属施設

（１）マルチメディアセンター（仮称）

映像や音楽など多面的な芸術分野を包含するマルチメディアの進展に対応するため、ＣＧ用

コンピュータやシンセサイザーなどの各種電子機器類やスタジオ設備等を一元的に管理、提

供する総合情報拠点施設として整備し、学生が学科・コースにとらわれずに利用できるよう

にするとともに、企業との交流の窓口とする。

（２）総合芸術文化センター（仮称）

アジアの芸術文化を認識し、日本の伝統芸術を見直すため、総合芸術文化センターを設置

し、日本及びアジア各地域の特色ある芸術文化を系統的、体系的に研究するとともに、芸術

性の香りの高い交流を進め、アジアへ向けての芸術文化の発信基地とする。

（３）附属図書館

専門図書館としての特色づくりを行うとともに、オンラインネットワーク化を図り、県立

図書館、他大学図書館等との連携を推進する。

7.附属高校

附属緑丘高校との交流を拡大するとともに、教育実習校としての充実を促進する。

(46） 



8.入学者選抜

創造力に富んだ人間性にあふれる学生を確保するため選抜方法の工夫を行う。学科・＝－ス

によっては専門実技試験を課さないなど入学者の個性や資質、意欲等にも配慮した選抜方法を
検討する。

推薦入学､編入学制度を導入するとともに、社会人、外国人留学生の受入れについても積極
的に検討する。

9.管理運営体制

（１）教授会等

芸術学部、短期大学部にそれぞれ教授会を置くほか、全学的な見地から管理運営に関する

事項について調整を行う連絡調整機関を置く。

(2)事務局組織

芸術学部と短期大学部の事務管理部門を一元化するなど、効率的な事務組織とする。
（３）参与会（仮称）

「開ｶﾐｵLた大学」として、広く社会の意見を大学運営に反映させるため、学識経験者、地

域社会の関係者などによる助言機関を設置する。

10.設置場所

現在地（大分市上野丘）とする。

11.校地及USIiI設整備

（１）校地

将来の大学の発展や、大学における教育研究活動に酉鑪し、隣接するあけぼの学園跡地を

含めるなど、必要な面積を確保する。

（２）施設整備

現有施設は老朽化が進み、また必要とされる面積が確保できないため、基本的には新たに

建て替える必要がある。また、整備にあたっては緑を多く確保するなど周辺環境に配慮する

とともに芸術性を考慮に入れた施設とし、魅力ある大分のまちづくりに寄与することが望ま

しい。

教室、教員研究室等については、芸術教育の特殊性に配慮した構造にする。

さらに、施設の建設は現短期大学の運営をしながら、限られた敷地の中で行わなければな

らないため、段階的に実施する必要があり、効率的な再配置計画を策定するとともに、在学

生の学業にできるだけ支障のないように配慮する。

１２大学名称

大学の理念、特色を勘案し、また人文系の短期大学部を併設することを考慮に入れて名称を

検討する必要がある。

一例として「大分県立芸術文化大学」が考えられる。
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13.開学時期

本構想の趣旨を達成するため、可能な限り早い時期に開学する。

14.県立短期大学の取扱い

（１）大分県立芸術文化短期大学の廃止

大分県立芸術文化短期大学は、大分県立芸術系大学及び同短期大学部に発展的に移行する

こととする。

（２）廃止の時期

大分県立芸術文化短期大学は、上記に伴って、大分県立芸術系大学及び同短期大学部の開

学年度の学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止する。
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